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日医大基礎科学紀要 第 47号 (2018)

＜研究ノート＞

モンテカルロ法を使った席順決めと
経路の再重み付けについて

藤崎弘士1

On a Monte Carlo method for seating arrangement and path reweighting

Hiroshi FUJISAKI

1. はじめに

本稿では、二つの独立した話題について論じる。一つは学校の実験や小グループ
学習 (small group learning, SGL)などにおいて、モンテカルロ法を用いてどのよ
うに席順を決めるかという問題、もう一つは全く異なる話題だが、経路の再重み付
けを使ってレアイベントをサンプリングする問題である。
前者に関しては、著者の学内での実験実習において、そのようなアルゴリズムを
開発する必要に駆られたことが執筆の動機である。よって、このパートは研究ノー
トというよりは教育ノートの意味合いが強い。後者は著者の研究に関わることであ
る。レアイベント研究において、経路の重みを考えることが重要になるが、その再
重み付けに関して自分で考えを整理したいと考えた。基本的に新しいことは含まれ
ていないが、学部レベルでも理解できるような解説を試みている。またパスをサン
プルする問題（パスサンプリング）も広義のモンテカルロ (Monte Carlo, MC)法
と考えることができるので、モンテカルロ法に関する二つの話題と考えてもらって
もよい。そこで、モンテカルロ法に関する解説から始める。

1日本医科大学・物理学教室 Department of Physics, Nippon Medical School
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2. ϞϯςΧϧϩ๏ (Monte Carlo method)

࣓ੴを用いたモンテカルロ法の説໌はطに [1]で༩えられている。また一ൠ的な
教科ॻの説໌としては [2]などをࢀর。
ここでは͞らに؆ུԽした説໌を試みる。N のม਺をもつ഑ஔݸ (configura-

tion) (x1, x2, · · · , xN )を考える。これはԿでもよく、ྫえ͹λンパΫ࣭を考える
なら、そのࢠݪの࠲ඪだと考えれ͹よい。これをまとめて x = (x1, x2, · · · , xN ) と
ॻこう。࣍に、この഑ஔの関਺E(x) を考える。これは物理的にはΤωルΪー関਺
であるが、ΤωルΪー的なものであれ͹なΜでもよい。͞らにҎԼのようなパϥ
ϝーλ T をもつ֬཰分෍を考える。

P (x) ∝ exp {−E(x)/T} (1)

もしx1, x2, · · · , xNが࿈ଓม਺であるなら、あるࣄ৅がx1+∆x1, x2+∆x2, · · · , xN+

∆xN のؒにੜىする֬཰は

P (x)∆x1∆x2 · · ·∆xN (2)

で༩えられるということである。これはʮΤωルΪーʯがߴいものはࢦ਺関਺的に
実ݱしͮらいということを意味する。実ࡍ、物理学の౷ྗܭ学という分໺では、Ϙ
ルπϚン分෍がこのܗをしており、T はઈରԹ౓になる [2]。
この分෍を࡞りग़すための一つの਺஋的なख法がϞϯςΧϧϩ๏ (Monte Carlo

method)である [2]。そのためにはまͣモンテカルロ (MC)ムーϒというものを考
える。これはԾ૝的なN の動きであり、基本的にはԿでもよい（これがMCݩ࣍

法の強ྗ͞につながる）。ྫえ͹、ある഑ஔxαからxβ にมԽͤ͞る֬཰は、それ
ͧれの഑ஔのΤωルΪー Eα, Eβ をࢉܭして、Eα > Eβ であれ͹֬཰ 1でભҠ͞
ͤ、Eα < Eβ であれ͹֬཰

Pα→β = e(Eα−Eβ)/T (3)

でભҠͤ͞る。これだけのことで࠷ऴ的に্の分෍がಘられることが分かっている
[2]。ࣜ (3)では、2つの഑ஔのΤωルΪーࠩEα−Eβ だけࢉܭできれ͹よい。ただ
し、Eβ があまりにも大きす͗ると、その֬཰はࢦ਺関਺的に小͞い、つまり、リ
δΣΫト͞れてしまうので、いかにద੾なMCムーϒをબͿかというのは、実ࡍ
問題としては重要である。これは後の再重み付けでもࣅた問題がݱれる。

2
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3. ੮ॱܾめͷ໰୊

学校における席順決めは教һやࣄ຿һにとって໘౗な問題の一つである。もͪΖ
Μ一ճ੾りであれ͹、あいうえお順にฒ΂れ͹よいだΖう。しかし、ྫえ͹学͝ظ
とにฒ΂ํをมえたいとか、実験などでຖճ席順をมえたいということがある。そ
の৔合のやりやすく、ެฏなやりํはくじҾきもしくは͞いこΖによる決めํだΖ
う。つまり、ཚ਺を使うということであり、これはモンテカルロ法のもっともૉ๿
なόーδϣンと考えることができる。しかし、席順が׬全にϥンμムになってしま
うとࠔる৔合もੜじる。
ྫえ͹、実験の異なる߲໨のテーϒルが あり、֤テーϒルにݸ12 6ਓͣつ഑ஔ
して、それを 12ճ実ࢪしたい৔合を考えよう。؆୯のため学ੜが 72ਓいると考え
る（それよりগなくてもよい）。すると、これは 72ਓに 1から 12の਺ࣈをׂりৼ
る問題になる。ただし、֤テーϒルが 6ਓなので、ਖ਼֬には 1,1,1,1,1,1, 2,2,2,2,2,2,

· · · 12,12,12,12,12,12 を 72ਓにׂりৼる問題である。
ྫえ͹、ॳճは 72໘ମの͞いこΖをৼって（実ࡍには਺஋的に 1から 72の整

਺のཚ਺をੜ੒する）、1から 72൪໨までの学ੜに 1から 12の਺஋をׂりৼって
いけ͹よい。しかし、2ճ໨でこれをやると、1ճ໨と 2ճ໨でಉじ実験を܁りฦ
してしまう学ੜが発ੜする。学ੜは実験߲໨ 1から 12をॏෳͳ͘、12ճで実ࢪ
しなけれ͹ならない。つまり、׬全にϥンμムだとࠔるわけであり、ある੍໿৚݅
(constraint)のもとでϥンμムにならなけれ͹ならない。
そこで࣍のように考えよう。学ੜは 1から 12の਺ࣈを࣋っているとする。これ

をϥンμムに૊Έସ͑Δ (permutation)のである。つまり、ద౰にऔりだした学
ੜの਺ࣈのྻがྫえ͹ҎԼのようになっている。実ࡍはこれが でฒΜでいるߦ72

3 9 5 12 1 8 11 2 4 6 7 10

わけである。しかし、これだと֤ྻをऔりだすと、テーϒル਺とצఆが合わなくな
る。つまり、֤テーϒルに 6ਓがいる΂きとこΖを、テーϒルによっては 7ਓҎ্、
5ਓҎԼになってしまう。それではよくない。
そこで、j ൪໨のྻをݟ౉して、その߲໨が iである਺を Cj(i)としよう。これ

がきっかり 6なら౎合がいい。しかし、そう౎合よくはいかないので、ここではΤ
ωルΪー関਺的に

λ(Cj(i)− 6)2 (4)

3
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というものをಋೖしよう。λ はద౰なਖ਼の਺である。実ࡍはこれを i, jに関して࿨
をとって、それをΤωルΪー関਺とする。つまり、ҎԼである。

E =

12∑
j=1

12∑
i=1

λ(Cj(i)− 6)2 (5)

このΤωルΪーを用いて、ҎԼのようにࢉܭをਐめれ͹よいということになる。

1. ྫえ͹、ॳظ഑ஔとして、す΂ての学ੜが 1,2, · · · , 12 という߲໨の഑ஔを
もつとする。

2. 1൪໨の学ੜから順に、ϥンμムに 2つの実験の順൪をબΜで、それͧれの
߲໨をೖれସえる。そのೖれସえたྻを j1, j2 としよう。

3. j1, j2 ྻ໨で、ೖれସえ前と後のΤωルΪー (5)をࢉܭする。ただし、そのࡍ
は j に関する࿨をする必要はない。

∑
i[(Cj1(i)− 6)2 + (Cj2(i)− 6)2] だけを

考えれ͹よい。

4. 3. のΤωルΪーࠩを使って、モンテカルロ法の൑ఆをߦう。これでೖれସえ
をアΫηプトするか、リδΣΫトするか決める。これを 72ਓ໨の学ੜまで
。りฦす܁

5. 2.-4. をऩଋするまで܁りฦす。

ྫえ͹、λ = 3.0, T = 1.0 としたときのࢉܭの݁Ռがਤ 1 である。これから 130

MCステοプくらいで、ΤωルΪーが 0になることが分かる。これはきっかり 0に
なっているので、֤テーϒルに 6ਓという੍໿はʮ֬実にʯຬた͞れている。MC

法はཚ਺を使うので、こういう੍໿がຬた͞れないようにࢥってしまうが、੍໿৚
݅をΤωルΪー関਺として՝ͤ͹、ͪΌΜと੍໿をຬたͤるのである。࠷ॳに学ੜ
の഑ஔを 1,2,3, · · · , 12 としてから、MC法によって࠷ऴ的にಘられる഑ஔの一ྫ
がਤ 2である（もͪΖΜ、഑ஔはཚ਺のੜ੒のํ࢓によってมわるので、ϢχーΫ
ではない）。
ଞのやりํについては、ྫえ͹ҎԼをࢀর（ʮ席順決め アルゴリズムʯでググれ
͹よい）。これらもなかなか໘നい。
https://www.yomiuri.co.jp/adv/chuo/education/20150507.html（८ճ܈）

4
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ਤ 1: 席順決め問題におけるʮΤωルΪーʯのMC法におけるਪҠ。ࠨਤはॳظの
࣌ؒ発లであり、ࢦ਺関਺的にΤωルΪーが小͞くなっていることが分かる。ӈਤ
は後ظの࣌ؒ発ల。MC ステοプが 130 あたりでΤωルΪーが 0になる。

http://www.jsise.org/taikai/2013/program/contents/pdf/G3-4.pdf（Ҩ
఻的アルゴリズム）
http://usi3.com/optimal-seat-allocation-at-banquet.html（਺理ܭը法）
またࣅた問題として、学ձなどのスέδϡーリングの問題がある。これに関して
は޻藤による解説 [3]をݟよ。

4. ύεαϯϓϦϯάͷ࠶ॏΈ෇͚ͷ໰୊

4.1. ύεαϯϓϦϯάͷجຊ

このઅでは前અと全く異なる話題、パスサンプリングの問題をѻう。著者はこの
話題に関していくつか解説をॻいている [4]が、ここでは࠷௿ݶ必要なことをまと
める。
パスサンプリングで重要となるのは、なΜらかの動ྗ学によってੜじた経路（パ
ス）にʮ重みʯがついていると考えることである。このことを考える্で、もっとも分

5



（�）

ਤ 2: あるཚ਺ྻによってੜ੒͞れた࠷ऴ的な഑ஔ。ΤωルΪーは 0になっており、
੍໿৚݅をຬたす。72ਓの 12ճ分の実験߲໨のスέδϡールにରԠする。

6
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かりやすいμイφϛΫスとして、ҎԼの強ຎࡲのϥンδϡόンํఔࣜ (overdamped

Langevin equation)を考える。

dx

dt
=

F (x)

ζ
+
√
2Dη(t) (6)

ここで F (x) はྗ、ζ はຎࡲఆ਺、D は֦ࢄఆ਺であり、D = kBT/ζ という関܎
がある2。kB はϘルπϚンఆ਺、T はઈରԹ౓である。η(t) は 〈η(t)η(0)〉 = δ(t)

（δ(t) はσΟϥοΫのσルλ関਺）をຬたすノイズ߲である。これを਺஋的に解く
ために、࠷も؆୯な Euler 法を使うと

xi+1 = xi +
F (xi)

ζ
∆t+

√
2D∆tRi (7)

となる。ここで ∆t は࣌ؒࠁみ、Riはฏۉ 0分ࢄ 1のਖ਼ن（Ψ΢ス）分෍からҾ
かれるཚ਺である。これによって t = n∆t までのμイφϛΫスをੜ੒すると、そ
の֬཰は

exp

(
−

n∑
i=1

R2
i

2

)
(8)

となる。これは্のࣜを Ri について解いて、

Ri =
1√

2D∆t

(
xi+1 − xi −

F (xi)

ζ
∆t

)
(9)

として、これを୅ೖしてもよい。このときはҎԼの Onsager-Machlup 用をఆ義࡞
して

S =

n∑
i=1

(
xi+1 − xi

∆t
− F (xi)

ζ

)2 ∆t

2
(10)

パスの重みは exp(−S/2D) となる。しかし、ここで஫意しなけれ͹ならないのは、
これは R1, R2, · · · を֬཰ม਺としたときの重みであるということである。実ࡍ、
われわれが؍ଌするのは経路 x1, x2, · · · であるから、これらのม਺でੵ分したと

2これは༳動ࢄҳఆ理とݺ͹れ、ܥが೤ฏߧঢ়ଶになるためにෆՄܽの৚݅である。

7
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きに重みは֨نԽ͞れていなけれ͹ならない。これはϑΝインϚンの経路ੵ分とಉ
じࣄ৘である。そのときの prefactor まで含めた重みは

P (x1, x2, · · · , xn) =
1

(4πD∆t)n/2
exp

(
− S

2D

)
(11)

となる [2]。この prefactor は自༝な֦ࢄの分෍関਺としてग़てくるものの n ৐で
ある。
μイφϛΫスがมわれ͹この重みのදࣜはมわるが（ྫえ͹、ऑຎࡲ (under-

damped)のϥンδϡόンํఔࣜのときなど）、基本的な考えはಉじである。よって、
この重みに基ͮいて༷ʑな޻෉をすることができる。パスの重みにԹ౓レプリカަ
法をద用した論จとしては׵法やϋϛルトχアンレプリカަ׵ [5, 6]をࢀর。

4.2. ϨΞΠϕϯτ

ҎԼではレアイベント (rare event)を考える。そのੜ物学的な意義などに関して
は [7]をࢀর。まͣ؆୯なモσルܥをௐ΂たいので、ҎԼの 2つの҆ఆなঢ়ଶをも
つ、1࣍ݩϙテンγϟル関਺を考えよう (ਤ 3)。

V (x) = Eb(x
2 − 1)2 (12)

これは 2重Ҫށϙテンγϟルとݺ͹れることもあり、x = ±1のとこΖが४҆ఆなঢ়
ଶである。また x = 0のとこΖにόリアがあり、ここをભҠঢ়ଶ (transition state)

とݺͿ。このϙテンγϟル関਺からྗをࢉܭすると、

F (x) = −dV (x)

dx
= −4Eb(x

3 − x) (13)

となる。これからࣜ (7)を使ってγϛϡレーγϣンすることができる。ॳظ஋を
x = −1 としよう。すると、いまڵ味があるのは、どのようにࢁ（ભҠঢ়ଶ）をӽ
えるかということである。ここでԹ౓が௿く、kBT < Eb となっているঢ়گを考え
る。これはయܕ的なレアイベントのঢ়گであり、γϛϡレーγϣンをߦっても、ي
ಓはまれにしかࢁを৐りӽえない。もしભҠঢ়ଶを৐りӽえるレートのみにڵ味が
ある৔合は、Kramers のࣜ [8]を使え͹よい。しかし、ભҠঢ়ଶを৐りӽえるパス
にڵ味があるとすると、్தの഑ஔがどうなっているかということも஌りたい。し
かし、このঢ়گだとભҠঢ়ଶ付ۙの഑ஔはϘルπϚン分෍で考えてもࢦ਺関਺的に
小͞い֬཰しか࣋たない。よって、ભҠঢ়ଶをࡉかくௐ΂るためには、ॳظの഑ஔ
においてࢦ਺関਺的にଟくཻࢠを用意しなけれ͹ならない。しかし、それをߦうの
は全く実ࡍ的ではない。

8



（�）

ਤ 3: 2重Ҫށϙテンγϟル関਺。

4.3. ྗにόΠΞεΛ͔͚Δɺ΋͘͠はԹ౓Λ্͛Δ

そこでܥをʮいじるʯことを考えよう。一つのやりํはόイアスをかけることで
ある。つまりμイφϛΫスをҎԼのようにมえる。

dx

dt
=

F (x) + Fext(x)

ζ
+

√
2Dη(t) (14)

όイアスྗ Fext(x) によって、ܥがλーήοトのঢ়ଶに޲かいやすくなれ͹、ભҠ
がՃ଎͞れる。
もしくはܥのԹ౓を্͛る。Թ౓は D にൺྫするパϥϝーλとしてೖっている

ので、それを D′ > D とมえてみる。

dx

dt
=

F (x)

ζ
+

√
2D′η(t) (15)

これによってもࢁをӽえる֬཰は૿えるので、ભҠがՃ଎͞れる。これは、ߴԹで
わͤる、temperatureߦඪにରするӡ動を࠲ஂू accelerated molecular dynamics

(TAMD) [9]とಉじ理۶である。
これらのमਖ਼͞れたμイφϛΫスを使え͹、ࢁを৐りӽえるيಓを࡞りग़すこと

は༰қになる。しかし、それらはもͪΖΜݩのμイφϛΫスとは異なる。そこで、
それをิਖ਼するために、パスの重みを׆用しよう。

9
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4.4. ύεͷ࠶ॏΈ෇͚

ભҠが༰қにおこるようなमਖ਼͞れたμイφϛΫスを実ߦした後に、ݩのμイφϛ
Ϋスにۙͮけるために重みをかけよう。これがύεͷ࠶ॏΈ෇͚ (path reweight-

ing)である。これについては [10]で؆୯に৮れているが、ここでは্の 2つのྫ
で۩ମ的に考えてみよう。
4.4.1. όΠΞεྗͷ৔߹

まͣόイアスྗの΄うだが、それがかかっているときのOM࡞用を S2 とし、ݩ
のOM࡞用を S1 としよう。すると、

S1 =
n∑

i=1

(
xi+1 − xi

∆t
− F (xi)

ζ

)2 ∆t

2
(16)

S2 =
n∑

i=1

(
xi+1 − xi

∆t
− F (xi) + Fext(xi)

ζ

)2 ∆t

2
(17)

である。όイアスྗをかけてγϛϡレーγϣンはߦい、それをิਖ਼することを考え
ると、そのためには

exp(−S1/2D)

exp(−S2/2D)
= exp(−∆S/2D) (18)

∆S =
∑
i

Fext(xi)

ζ

[
Fext(xi)

ζ
+ 2

√
2D

∆t
Ri

]
∆t

2
(19)

という重みを͞らにかけれ͹よい（このときはԹ౓はมえないので prefactor はಉ
じであり、Ωϟンηルする）。これがόイアスྗの৔合の、パスの再重み付けҼࢠ
である。
4.4.2. Թ౓ࠩΛ͚ͭΔ৔߹

Թ౓をߴくしているときの࡞用を S2、ݩのԹ౓の࡞用を S1 とする。このとき、
それͧれの֦ࢄఆ਺は D2, D1 である。γϛϡレーγϣンはߴԹのときにߦってお
り、それを使って࡞用 S1, S2 をࢉܭすると、

S1 =
n∑

i=1

(
xi+1 − xi

∆t
− F (xi)

ζ

)2 ∆t

2
(20)

S2 =
n∑

i=1

(
xi+1 − xi

∆t
− F (xi)

ζ

)2 ∆t

2
(21)

10
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となって、S1 と S2 はಉじになってしまう。ではԿが異なるかというと、パスの
重みのࢦ਺のݞの部分と、もう一つは prefactor ͷ෦෼である（ࣜ (11)をݟよ）。
このときにパスの重みのൺをࢉܭすると、

(
D2

D1

)n/2 exp(−S1/2D1)

exp(−S2/2D2)
=

(
D2

D1

)n/2

exp

(
−D2 −D1

2D1

∑
i

R2
i

)
(22)

となる。これがԹ౓ࠩをつけるときのパスの再重み付けҼࢠである。

4.5. ύεͷ࠶ॏΈ෇͚ͷ਺஋ྫ

ではࣜ (12)のϙテンγϟル関਺で、۩ମ的にパスの再重み付けを実ߦしてみよ
う。ॳظ഑ஔは x = −1 であり、ܥのサンプルを 10000 。用意するݸ
4.5.1. όΠΞεྗΛ͔͚Δ৔߹

のパϥϝーλはܥ Eb = 4.0, kBT = 1.0, ζ = 3.0,∆t = 0.003, n = 333 とする。
トーλルの࣌ؒは t = 1.0 である。このときはόイアスྗとして Fext = 3.0 とい
うఆ਺のྗを考えよう。よって、ϙテンγϟル関਺のࢁはԼがるので、ࢁを௒えや
すくなるはͣである。
実ࢉܭࡍしてみると、t = 1.0 において x > 0 となる֬཰ P (x > 0, t = 1.0) は

brute force で Pbf = 142/10000, όイアスྗをかけると Pbias = 1284/10000, 再重
みつけをした後は Prw = 148/10000 となった。よって、όイアスをかけることで
֬཰は 10ഒۙくになるが、それが再重み付けでదਖ਼にิਖ਼͞れる (Pbf � Prw)こ
とが分かる。
4.5.2. Թ౓ࠩΛ͚ͭΔ৔߹

のパϥϝーλはܥ Eb = 7.0, kBT = 1.0, ζ = 3.0,∆t = 0.003, n = 33 とする。
トーλルの࣌ؒは t = 0.1 である。このときԹ౓を kBT

′ = 1.9 と্͛てࢉܭ
し、t = 0.1 において x > −0.5 となる֬཰ P (x > −0.5, t = 0.1) は brute force

で Pbf = 18/10000, Թ౓を্͛ると Ptemp = 198/10000, 再重みつけをした後は
Prw = 18/10000 となった。よってこの৔合も、Թ౓ࠩをつけることで֬཰は 10ഒ
ۙくになるが、それが再重み付けでదਖ਼にิਖ਼͞れる (Pbf � Prw)ことが分かる。

5. ύεͷ࠶ॏΈ͚ͭにؔ͢Δల๬

パスの再重みつけに関しては、ۙ࠷いくつか論จがग़ている [11, 12, 13]。どの
৔合もレアイベントをいかにޮ཰よくサンプリングできるかという問題を考えてお
り、再重みつけがݪ理的には work することがࣔ͞れている。

11
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しかし、問題఺もある。もっとも問題なのはこれが௿࣍ܥݩ、୹࣌ؒのμイφϛ
Ϋスにしか使えないということだΖう。ࣜ (18), (22) をݟれ͹分かるように、࣌ؒ
が૿える、つまり nが大きくなると、これらのҼࢠはࢦ਺関਺的に小͞く（もしく
は大きく）なってしまう。また、自༝౓が大きけれ͹、それらについての࿨もࢉܭ
に含まれるので、まͣます小͞く（大きく）なる。
るݟのμイφϛΫスをۭؒݩの問題に関しては、なΜらかの意味で௿࣍ੑݩ࣍
か、もしくはパスの再重み付けのࡍにۭؒݩ࣍ߴのޮՌがΩϟンηルするようなঢ়
を考えれ͹よい。前者に関しては、temperatureگ accelerated molecular dynamics

(TAMD) [9]を考えると、これは௿࣍ݩのߴԹのμイφϛΫスなので、্のԹ౓ࠩを
つける৔合でରԠできるだΖう。もしくは、multiscale enhanced sampling (MSES)

のパス൛ [6]を考えれ͹、ૈࢹԽ͞れたパスとৄࡉなパスのࠩޡが重みにೖってく
るので、これはૈࢹԽモσルの自༝౓でスέール͞れることになる。また、重み付
きアンサンϒル (weighted ensemble)法 [14] では、഑ஔに重みがついているが、こ
れをՃ଎ͤ͞るときに্のアイσアを使ってもいいかもしれない。
࣌ؒの問題に関しては೉しいが、্の重み付きアンサンϒル法やϚイルストーン
法のようにूஂ࠲ඪۭؒを۠੾るํ法でରॲするのが一つのやりํだΖう。そうす
れ͹࣌ؒをあるఔ౓۠੾ることになるので、୹࣌ؒのμイφϛΫスを௥え͹よいこ
とになる。
ँࣙ 稿をಡΜでいただき、༗用なίϝントݪには（大学ۀ޻ژ౦）ࢯ஧ਉాݹ

を௖いた。ここでँײいたします。ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ
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1.　はじめに

ฏ成 3� ೥൛ࣾྸߴձനॻにΑΕ͹ɺΘ͕ࠃの૯ਓޱに઎めΔ �5 のޱҎ上ਓࡀ
ׂ߹͸ ����� にୡ͠て͓Γ（಺ֳ෎，��1�）ɺੈքにલྫのͳい଎͞ͰྸߴԽ͕
ਐΜͰいΔɻ͜のٸ଎ͳྸߴԽɺͦ͠てੈքతに΋τοプクラスの௕णࠃͰ͋Δ
೔ຊ๊͕͑Δ໰୊のͻとつにɺ認知症͕͛ڍΒΕΔɻྸߴԽに൐いɺ認知症༗ප
ऀ਺͸૿ՃのҰ్を୧って͓Γɺ��1� ೥࣌఺Ͱ͸શࠃに͓Αͦ ��� ສਓとਪܭ

1	 ೔ຊҩՊେ学ҩྍ心理学教ࣨɹDepartment	of	Medical	1sychology
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	 &ducation
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�	 
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͞ΕていΔɻ͞Βにɺ͜の૿Ճ܏向͸ޙࠓ΋ଓ͘ݟ௨͠Ͱ͋Γɺ���5 ೥に͸ ���
ສਓにٴͿと͞ΕていΔ（ްੜ࿑ಇল，��15）ɻ

Θ͕ࠃの認知症にؔ͢Δࠃ家ઓུと͠てɺ��15 ೥にްੜ࿑ಇল͔Βൃද͞Ε
たʮ৽ΦϨンδプランʯ͕͋Δ（ްੜ࿑ಇল，��15）ɻ͜のプランͰ͸ɺ認知症
のීൃܒ・ٴにとͲ·Βͣɺ༧๷ɺ࣏ྍ΍ࢧԉのための۩ମతͳରࡦを͜͏ߦと
をٸ຿と͢Δ � つのࢦ਑͕ఏ͞ݴΕていΔɻ·たͦのͳ͔Ͱɺʮ認知症のਓの介
護ऀへのࢧԉʯʮ認知症のਓ΍ͦの家族のࢹ఺の重ࢹʯͳͲɺ認知症のਓຊਓに
Ճ͑て家族のࢹ఺を重͠ࢹͳ͕Βࢧԉを͏ߦඞཁੑ͕ࣔ͞ΕていΔɻ࣮ࡍɺ認知
症͸ຊਓͩけの໰୊Ͱ͸ͳ͘ɺͦの家族に΋େ͖ͳӨڹを΋たΒ͢ɻಛにΘ͕ࠃ
Ͱ͸ɺ認知症の家族成һのओたΔ介護ऀとͳΔの͸഑ऀۮ΍ͦのࢠͲ΋ɺଙɺ਌
族ͳͲ家族͕த心Ͱ͋Γɺ介護อ੍ݥ౓のಋೖにΑって介護のࣾձԽ͕ਪ͠ਐめ
ΒΕていΔࡏݱに͓いて΋ɺͦの܏向͸͞΄ͲมΘっていͳいɻ

認知症の家族成һを介護͢Δ家族（Ҏ߱ɺ認知症介護家族）に͸ɺ介護にΑっ
て心਎にωΨティブͳӨٴ͕ڹΜͰいΔ͜と͕༷ʑͳઌڀݚߦにΑって໌Β͔
に͞ΕていΔ（e�g�	Schul[	et	al�
	1��5�	Schul[	�	Beach
	1���）ɻ͔͠͠ɺଟ͘の
ҩྍैऀࣄのؔ心͸認知症のऀױにू·Γɺ਍࡯にಉ席͢Δ家族に͸໨͕向͖に
͘いとචऀΒ͸͑ߟΔɻ介護家族に͸介護の࣭にӨ͏͠ڹΔΑ͏ͳ݈߁ঢ়ଶの
ѱԽ͕みΒΕて͓Γɺ介護家族͸͑ݟͳいऀױͰ͋Δとい͑Δ（Adelman	et	al�
	
��1�）ɻ

͜͏͠たࣾձతঢ়گにର͠てɺ認知症介護家族の๊͑Δ介護スτϨス΍介護ෛ
୲のܰݮのためɺݸผ·た͸ूஂࣜܗの心理ࣾձతͳ介ೖプログラム͕Ԥभ΍ถ
をத心に։ൃ͞Εて͖ていΔɻͦのଟ͘͸ɺ介護家族に認知症΍介護スτϨスࠃ
にؔ͢Δ正͠い知ࣝ・৘ใをఏ͠ڙɺ೔ৗੜ׆に͓けΔࠔΓ͝とのରॲを学習
͠ɺ࿅習を͜͏ߦとͰ介護家族の๊͑ΔスτϨスをࣗ਎ͰϚωδϝンτͰ͖Δ͜
とを໨͢ࢦ心理教育తͳプログラムͰ͋Δ（樫村，��1�）ɻւ֎Ͱ͸介ೖプログ
ラムのޮ果͕࣮ূ͞Εɺଓʑとใ͞ࠂΕていΔҰํɺΘ͕ࠃͰ͸認知症介護家族
をର৅と͠た介ೖプログラムの։ൃとޮ果の࣮ূతͳݕ౼͕ѹ౗తにෆ଍͠て
いΔɻͦ͜ͰຊߘͰ͸ɺӳࠃͰ։ൃ͞Εɺ介護家族のスτϨス΍介護ෛ୲のվ
ળɺܰ͞ূ࣮͕ݮΕた介ೖプログラムͰ͋Δ“STrAtegies	for	RelaTives（Ҏ߱ɺ
START）”の֓ཁを紹介͢Δɻͦ͠てɺݧࢼతに࣮͠ࢪたҰྫࣄのཁ໿をใ͠ࠂɺ
START プログラムの՝୊΍ޙࠓのల๬についてड़΂Δ（೔ຊޠ൛ START をҎ
߱ɺSTART�J とද͢هΔ）ɻ
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2.　プログラムの特徴

START ͸ϚχϡΞルϕースのߏ଄Խ͞Εた介ೖプログラムͰ͋Γɺ� ճのηο
γϣンͰߏ成͞ΕΔ（ද 1）ɻݪଇと͠てηογϣン 1 ͔Β順にਐめΔɻつ·Γɺ
ɺ࣌ؒのઃఆɺͦ͠てऔΓ૊Ή಺༰͕ఆめΒΕていΔɻプロؒظΔճ਺ɺ͢ࢪ࣮
グラムの࣮ऀࢪ༻とࢀՃऀ༻にͦΕͧΕϚχϡΞルテΩスτ͕༻ҙ͞Εて͓Γɺ
テΩスτを༻いͳ͕ΒηογϣンをਐめΔ 1ɻࢀՃऀ͕テΩスτを༧習͢΂͖͔
Ͳ͏͔について͸ɺࣄલにಡΜͰ͓いたํ͕౰વਐߦ͸スムーζにͳΔ͕ɺ介護
家族のଟ๩͞΍ࢀՃへのモνϕーγϣンのఔ౓͸༷ʑͰ͋Δためɺඞͣ͠΋༧習
をڧいΔඞཁ͸ͳいɻ༧習を͠ͳいࢀՃऀ͕いΔ͜とを౿·͑ɺ࣮ऀࢪ͸࿩୊と
͠てऔΓ上͛Δ΂͖重ཁͳՕॴをࣄલにߜΔͳͲの४උ͕ඞཁͰ͋Δɻ֤ηο
γϣンの࣮ؒ࣌ࢪ͸͓Αͦ �� ʙ �� ෼と෯͕͋Δ͕ɺ࣮ࢪঢ়گにԠ͡て͞Βに௕
͘ɺ΋͘͠͸୹͘΋Ͱ͖Δɻ֤ηογϣンに͸ຖճҟͳΔϦラクηーγϣン法͕
紹介͞Εて͓Γɺηογϣン಺Ͱ࣮ऀࢪとҰॹに࿅習を͏ߦɻ֤ηογϣンͰ͸ɺ
લճのϗームϫーク � のৼΓฦΓɺ৽͠いηογϣン಺༰の紹介ɺ৽͠いϦラク
ηーγϣン法の紹介と࿅習ɺ࣍ճ·Ͱのϗームϫークの֬認とい͏ྲྀΕͰਐ͢ߦ
Δɻ

Livingston	et	al�（��13）のランμムԽൺֱݧࢼにΑΕ͹ɺ認知症のਓのओた
Δ介護ऀͰ͋Δ家族 1�3 ໊（ঁੑ໿ ��ˋɺ഑ऀۮɿࢠɿͦのଞʹ 3ɿ3ɿ1）を
ର৅に 1� ʙ 1� िのؒظͰ START を࣮͠ࢪた݁果ɺରর܈（௨ৗαーϏス܈）
とൺֱ͠て START 介ೖ܈Ͱ͸ෆ҆΍཈͏つ症ঢ়ɺੜ׆の࣭ͳͲに༗ҙͳվળ
͕みΒΕたɻSTART 介ೖ܈に͓いてɺશ � ηογϣンを׬਱͠たׂ߹͸શମの
͓Αͦ � ׂͰ͋ったɻ介ೖにΑΔޮ果͸ � ϱ݄ޙのϑΥローΞοプ࣌に΋࣋ଓ͠
て͓Γɺ͞Βに͸ͦの介ೖऴ͔ྃޙΒ �� ϱ݄ޙの௕ظϑΥローΞοプͰ΋ؾ෼
のվળޮ果͕࣋ଓ͠ていた（Livingston	et	al�
	��1�）ɻඅ༻ରޮ果の໘Ͱ΋ɺ௨
ৗ࣏ྍとൺ΂て START の࣮ࢪ͸༏ΕていΔ͜と΋ࣔ͞ΕていΔ（Knapp	et	al�
	
��13�	Livingston	et	al�
	��13
	��1�）ɻӳࠃに͓いてɺSTART ͸認知症介護家族

1	 START�J ϚχϡΞル͸ɺ೔ຊҩՊେ学ҩྍ心理学教ࣨの教ࣨ紹介ϖーδにてμ΢ンローυ͕
ՄೳͰ͋Δ（ࡏݱ ver�3��）ɻϫークγーτに使いに͘͞を͡ײた৔߹ɺແ理͠て使͏ඞཁ͸ͳ
͘ɺ֤ࣗͰ使い΍͢いΑ͏にम正͠た΋のを使༻͢Δ͜と΋Ͱ͖Δ（https:��www�nms�ac�Kp�
college�schoolroom�LisoLagaLu�shinrigaLu�@�15��html）ɻ

�	 ηογϣン಺Ͱ࿩͠߹った͜とをࢀՃऀのମݧを௨͠て֬認͠て΋Β͏࡞業の͜とɻ಄Ͱ理ղ
͢ΔͩけͰͳ͘ɺ࣮ のதͰ学ΜͩスΩルを࣮ફ͠ɺޮ׆のੜࡍ 果を͢ূݕΔ͜と͕重ཁͰ͋Δɻ
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をର৅と͠た༗ޮͰඅ༻ରޮ果の༏Εた介ೖプログラムと͠てධՁ͞Εて͓Γɺ
ྟচ心理士΍Ξυϛラルφース（認知症ઐ໳؃護ࢣ）をର৅と͠たτϨーχング
ίース͕සճに։͞࠵ΕΔͳͲɺプログラムのී͕ٴਤΒΕていΔ（Lord	et	al�
	
��1�）ɻ

ҎԼɺSTART�J の֤ηογϣンについて֓આ͢Δɻ
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3.　プログラム内容

セッション 1 ストレスと健康について
プログラムのશମߏ଄を؆୯に紹介͠ɺプログラムの໨తと಺༰についてઆ໌

͢Δɻηογϣン͝とに༻ҙ͞ΕていΔϗームϫークについてઆ໌をߦいɺϗー
ムϫークの໨త΍࣮ࢪの重ཁੑについて࿩͠߹いɺࢀՃऀの൓Ԡを͏͔͕いͳ͕
ΒモνϕーγϣンのධՁを͏ߦɻॳճͰ͸ɺ認知症΍介護スτϨスɺͦ͠てײ৘
とߦಈのつͳ͕Γにؔ͢Δ心理教育を͏ߦɻ·たɺࢀՃऀ͕໰୊͢ࢹΔ認知症の
ਓのߦಈ΍症ঢ়ɺ͋Δい͸ࢀՃऀࣗ਎๊͕͑Δ໰୊をϦスτԽ͠ɺ� ճの͏ͪに
औΓ૊Ή΂͖՝୊をେ·͔にఆめɺ໨ඪઃఆを͏ߦɻϚχϡΞルの৘ใྔ΋ଟい
ためɺ͢΂てಡみ上͛ͳ͕ΒਐめΔΑΓ΋ɺ介護家族のੜ׆の༷ࢠを֬認͠ͳ͕
Βɺ࿩のྲྀΕにԊってϙインτをߜってϚχϡΞルの಺༰に৮ΕΔとΑいɻ͜͜
Ͱهೖ͢Δ໰୊のϦスτについて͸ɺޙのηογϣンͰい͘ΒͰ΋௥Ճ͢Δ͜と
͕ՄೳͰ͋Δɻࡏݱੜ͡ていΔ໰୊の͏ͪɺԿをͲ͏͠たいと๬ΜͰいΔの͔ɺ
Ճࢀ఺に͓けΔ࣌ݱՃऀのχーζを໌Β͔に͢ΔためのηογϣンͰ΋͋Γɺࢀ
ऀのプログラムにର͢Δモνϕーγϣンのఔ౓をධՁ͠て͓͖たいɻ

ηογϣン 1 Ͱ͏ߦϦラクηーγϣン͸ɺ“γグφルブϨス”とݺ͹ΕΔٵݺ
法とےஎ؇法を૊み߹Θͤた΋のͰ͋ΔɻΏっ͘Γଉをٵいͳ͕Βମの෦෼（खɺ
࿹ɺ٭ɺݞɺإの順൪Ͱ）のے೑をۓுͤ͞ɺΏっ͘Γଉをు͖ग़͢ࡍにے೑の
ு΋؇めΔとい͏ํ法Ͱ͋Δɻ࣍ճのηογϣン·Ͱにຖ೔গͳ͘と΋Ұճ͸ۓ
࿅習͠ɺγグφルブϨスのޮ果を͢ূݕΔɻ

ηογϣン 1 のϗームϫーク͸ɺ認知症の家族͕ࣔ͢ߦಈにΑってੜ͡ΔࢀՃ
ऀのײ৘のه࿥（ߦಈのه࿥）とɺγグφルブϨスの࿅習Ͱ͋Δɻ
セッション 2 行動の理由

લճのϗームϫークをৼΓฦったޙɺʮҾ͖ۚʵߦಈʵ൓Ԡʯの࿈࠯を紹介͠ɺ
ϚχϡΞルに͞ࡌܝΕたྫࣄ΍ࢀՃऀの࣮ࡍのΤϐιーυを༻いͳ͕Βɺਓؒの
ಈに͸ɺҾ͖ۚとͳΔ͖っ͔け΍ߦ理について学Ϳɻ認知症の家族͕ࣔ͢ݪಈߦ
ग़དྷ͕ࣄઌ͠ߦてଘ͠ࡏて͓ΓɺͦΕにΑってҾ͖͜͞ىΕΔɻͦの家族のߦಈ
にର͠てपғのਓ͸Կ͔͠Βの൓Ԡを͠ていΔ͜と͕ଟいɻྫ͑͹ɺ認知症のਓ
͕ಉ͜͡とを܁Γฦ͠ฉいて͘Δ͜とにର͠てɺౖΓͰ൓Ԡ͢Δ介護家族͸ޱ࿦
をܹԽͤ͞て͠·͏͔΋͠Εͳいɻ·たɺ認知症のਓ͕ෆ҆をղফ͠Α͏とࣔ͢
҆શߦಈに介護家族͕ຖճԠ͡て͠·いɺ҆શߦಈ͕ڧԽ͞ΕていΔՄೳੑ΋ߟ
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͑ΒΕΔɻࢀՃऀ͕ࠔࡏݱっていΔ認知症のਓのߦಈをৄࡉにみてい͘とɺಛఆ
の࣌ؒ΍৔ॴɺঢ়گͰͦのߦಈ͕ੜ͡ていΔとい͏ύλーン͕͑ݟて͘Δɻ·たɺ
認知症のਓ͕ࣔ͢ߦಈにɺࢀՃऀͰ͋Δ介護家族͕ීஈͲのΑ͏に൓Ԡ͠ていΔ
͔について΋ɺいつ΋܁Γฦ͞ΕΔύλーン͕͑ݟて͘Δɻηογϣン � Ͱ͸ɺ
ͦ͏͠たҰ࿈のྲྀΕにมԽを͜͢͜ىとͰ͸ͳ͘ɺ͋͘·Ͱ࡯؍にओ͕؟ஔ͔Ε
Δɻ

ηογϣン � のޙ࠷Ͱ͸ɺ৽͠いٵݺ法Ͱ͋Δ“ϑΥーカスブϨス”を紹介͢
Δɻ͜のٵݺ法͸ΏったΓと͠たٵݺにҙࣝをूதͤ͞ɺٵݺのプロηス（ଉを
͸Ͳ͡ײΘΕたଉ͕ഏ΍͓ෲを๲Β·ͤΔٵΔ͔ɺ͡ײɺඓを௨ΔଉをͲ͏͏ٵ
͏͔ɺଉをు͘ࡍに๲ΒΜͩഏ΍͓ෲ͕ҤΉ͡ײ͸Ͳ͏͔ͳͲ）をຯΘ͏ɻٵݺ
Ҏ֎の͜と͸ͣ͑ߟにٵݺに஫ҙをूதͤ͞Δ༷͸ɺいΘ͹ؾҳΒ͠のҰछͰ͋
Δと΋い͑Δɻෆշにͤ͞ΒΕΔΑ͏ͳग़དྷࣄに͹͔Γ໨を向けΔのͰ͸ͳ͘ɺ
ࣗ෼の਎にࠓੜ͡ていΔٵݺのྲྀΕに஫ҙをूதͤ͞Δ͜とͰɺෆշͳࣄ৅͔Β
஫ҙ͕ҳΕɺͪ࣋ؾの੾Γସ͑をਤΔ͜と͕Ͱ͖Δɻ

ηογϣン � のϗームϫーク͸ɺࣗ୐Ͱ͜ىっていΔߦಈのҰ࿈のྲྀΕについ
てɺϚχϡΞルに͋Δʮߦಈのه࿥γーτʯを༻いてه࿥͢Δ͜とɺͦ ͠てϑΥー
カスブϨスの࿅習Ͱ͋Δɻߦಈのύλーンのൃݟについて͸ɺηογϣン 3 の๯
಄に࣮ऀࢪとҰॹにߦって΋Αいɻ
セッション 3 行動計画を立てる

લճのϗームϫークのৼΓฦΓ͔Β։࢝͠ɺߦಈの݁࡯؍果を֬認͢Δɻͦ͠
てηογϣン 3 Ͱ͸ɺࢀՃऀ͕ม͑たいと͏ࢥ認知症の家族͋Δい͸ࢀՃऀࣗ਎
のߦಈをಛఆ͠ɺҾ͖ଓ͖ʮҾ͖ۚʵߦಈʵ൓Ԡʯの࿈࠯に͖ͮجɺ認知症のਓ
のߦಈにର͢Δ介護家族の൓Ԡ͕ɺ౰֘ߦಈを࣋ଓ΋͘͠͸ѱԽͤ͞て͠·って
いΔとい͏॥؀のՄೳੑをݕ౼͢ΔɻҾ͖ۚをม͑ΔためにՄೳͳڥ؀ௐ੔に͸
Կ͕͋Δ͔ɺ͋Δい͸介護家族͕ීஈとҟͳΔ൓Ԡύλーンを͢Δと͠たΒԿ͕
Ͱ͖ͦ͏͔ͳͲを࿩͠߹͏ɻྫ͑͹ɺޱ࿦͸介護家族͕認知症のਓのߦಈを൷൑
͢Δ͜とͰੜ͡ていΔ͔΋͠Εͳいɻ·たɺ認知症のਓのࠔったߦಈ͸ಛఆの࣌
ؒと৔ॴͰੜ͡ɺ介護家族のઌճΓߦಈにΑって࣋ଓ͠ていΔ͔΋͠Εͳいɻ͜
͏͠たݕ౼にՃ͑ɺ認知症のਓのߦಈを௚઀ม͑Δ͜と͸೉͠い͕ɺҾ͖ۚ（؀
み）と介護家族の൓Ԡ（ҟͳΔରԠへのνϟϨンδ）͸௚઀ม͑ΒΕࢼௐ੔のڥ
Δ͜とɺͦ͠て認知症のਓの๬·͠いߦಈ͸ڧԽ͠て๬·͘͠ͳいߦಈ͸ڧԽ͠
ͳい͜とについてɺ心理教育を͏ߦɻ
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ηογϣン 3 Ͱ͸ɺ৽͠いϦラクηーγϣン法Ͱ͋Δϑィδカル・グラ΢ンディ
ングを紹介͢Δɻ͜のํ法Ͱ͸ɺಋೖのࡍにϦラοクスঢ়ଶを࡞Γɺͦのޙख΍
଍の֮ײを͡っ͘ΓຯΘ͏ɻ଍のࢦઌの֮ײにҙࣝを向けたΓɺࣗ෼の࠲ってい
ΔҜࢠ΍໨のલに͋Δテーブルの࣭ࡐをखͰຯΘったΓ͢Δ͜とͰɺࢀՃऀのҙ
ࣝをࡏݱࠓのମݧにूதͤ͞Δɻ

࿥にՃ͑ɺいつ΋とҟͳΔ൓Ԡを͢Δ͜とͰ݁果͕Ͳ͏هಈߦにɺલճのޙ࠷
ͳΔ͔についてɺϚχϡΞルのʮߦಈه࿥දʯにه࿥͢Δ͜とɺͦ͠てϑィδカ
ル・グラ΢ンディングを 1 ೔ 1 ճ࿅習͢Δ͜とをϗームϫークに͢Δɻϑィδカ
ル・グラ΢ンディングにҧ࿨ײ΍΍Γに͘͞を֮͑ΔࢀՃऀ͸গͳ͘ͳいɻ͜の
Ϧラクηーγϣン法にࣥ͢ݻΔඞཁ͸ͳ͘ɺ͜Ε·Ͱに紹介͠たٵݺ法の࿅習を
Θͳいɻߏଓ͠て΋ܧ
セッション 4 行動戦略と考えの見直し

ηογϣンの๯಄Ͱɺલճのϗームϫーク͔Β͏·͘Ͱ͖た͜とɺͰ͖ͳ͔っ
た͜とͳͲをৼΓฦΓɺࠓճ৽たにऔΓ૊めͦ͏ͳɺࠔっていΔ家族のߦಈをڍ
͛ɺҾ͖ۚ΋͘͠͸൓ԠのมԽのࢼみについて࿩͠߹͏ɻͦの࿩͠߹いをऴ͑た
ɺηογϣンޙ � の৽͠い಺༰Ͱ͋Δʮํ͑ߟのݟ௚͠ʯについて紹介͢Δɻෆ
շͳ͕ͪ࣋ؾੜ͡Δの͸ɺෆշͳͪ࣋ؾにͤ͞Δग़དྷ͜ى͕ࣄった͔ΒͩけͰ͸
ͳ͘ɺͦのग़དྷࣄへのํ͑ߟ΍ධՁ͔Βੜ͡ていΔ͜とを఻͑Δɻ͜Εにͮ͘ج
とɺྫ͑͹෉͕͜͏ݴとをฉ͔ͳい͜とに͕࠺ෲをཱてΔの͸ɺʮ෉͸Θ͟とࢲ
をແ͢ࢹΔʯとঢ়گをղऍ͢ΔためͰ͋Δと理ղ͢Δ͜と͕Ͱ͖Δɻ͜のʮঢ়گ
ʵ͑ߟʵͪ࣋ؾʯの࿈࠯ͰࢀՃऀࣗ਎͕経͠ݧたग़དྷࣄをଊ͑ɺͦの࣌の͑ߟを
ҧった͑ߟͰଊ͑௚͢͜とにΑってɺͦのޙのؾ෼͸Ͳ͏มΘΔ͔について࿩͠
߹͏ɻઆ໌のํ࢓にΑって͸ɺʮ͋ͳたの͔͓͕͠ํ͑ߟいʯとい͏ඇ೉のχϡ
Ξンスを༩͑て͠·い͔Ͷͳいためɺ஫ҙをཁ͢Δɻ͋͘·Ͱɺࣗ෼のࢹ఺ͩけ
Ͱ෺ࣄをଊ͑ΔのͰ͸ͳ͘ɺ૬ख͋Δい͸ଞऀのࢹ఺Ͱ͑ߟてみΔとͲ͏ҧって
をʮຊ౰にͦ͏ͳのͩΖ͏͔ʁʯとٙいの͑ߟにࣗ෼の͕ͣٸΔ͔ɺ݁࿦を͑ݟ
໨ͰݟΔΑ͏に͠てみΔとɺࣗ ෼の͑ߟ΍ͪ࣋ؾ͸Ͳ͏มΘΓ͏Δの͔についてɺ
ஸೡに࿩͠߹͏ඞཁ͕͋Δɻ

ηογϣン � Ͱ͸৽たͳϦラクηーγϣン法Ͱ͋Δɺ૲ݪと川のイϝーδ法͕
紹介͞ΕΔɻ͖Εいͳ૲͕޿͕ݪΔதをาࣗ͘෼をイϝーδ͠ɺ૲ݪをྲྀΕΔ川
に1ຕのେ͖ͳ༿っͺ͕ࣗ෼に向けてྲྀΕて͘Δɻͦ の༿にࣗ෼のݏͳ͜とɺࠔっ
ていΔ͜とをͤࡌɺ川にྲྀ͢ɻ͑ݟͳ͘ͳΔ·ͰݟૹΓɺイϝーδ͔Β࣮ݱに໭
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Δとい͏Ұ࿈のྲྀΕͰ͏ߦɻイϝーδ法͸ҰछのλイムΞ΢τのΑ͏ͳ΋のͰ͋
Γɺۤ͠い͔࣮ݱΒのҰ࣌తͳ཭脱をҙਤ͠ていΔɻ·たɺ川にྲྀ͢とい͏ൺᄻ
͸ɺෆշͳࣄ৅にとΒΘΕͳいΑ͏に͢Δ͜とをͶΒいと͠ていΔɻ

ೖɺͦ͠ه࿥ʯのϫークγーτへのهߟࢥ࿥͢Δʮه௚͠をݟの͑ߟにɺޙ࠷
てイϝーδ法を 1 ೔ 1 ճ࿅習͢Δ͜とをηογϣン̐のϗームϫークと͢Δɻ·
たɺϚχϡΞルに͸ηογϣン 3 Ͱ使༻͠たʮߦಈه࿥දʯのϫークγーτ΋ܝ
࿥هಈύλーン͕͋Ε͹ɺͦΕをߦΕて͓ΓɺඞཁにԠ͡て৽たにऔΓ૊Ή͞ࡌ
͠て΋Β͏͜と΋௥Ճ͢Δɻ
セッション 5 コミュニケーションのパターン

をৼΓฦΔɻ（࿥΋هಈߦΕ͹͋）࿥هߟࢥॳにલճのϗームϫークͰ͋Δ࠷
ηογϣン 5 Ͱ͸ɺड਎తɺܸ߈తɺΞαーティブ 3 の 3 छྨのίϛϡχέーγϣ
ンύλーンを紹介͢Δɻίϛϡχέーγϣンと͸ɺຊདྷ૒ํの౒ྗ΍ҙࣝのมԽ
にΑってվળ͠͏Δ΋のͰ͋Δɻ͕ͩɺ૬ख͕認知症のਓͰ͋Δ৔߹ɺ૬खにม
ԽをٻめΔの͸ඇৗに೉͠いためɺ介護家族のଆに޻෉͕ٻめΒΕΔɻීஈɺ介
護家族͕ͲのΑ͏ͳίϛϡχέーγϣンύλーンをऔΓ͕ͪͰ͋Δ͔ɺΞαー
ティブͳίϛϡχέーγϣンをங͘に͸Ͳ͏͠たΒΑい͔について࿩͠߹͏ɻ·
たɺ෺๨Εの͋Δਓに഑ྀ͠たίϛϡχέーγϣン上の޻෉について΋৘ใఏڙ
を͏ߦɻ

ηογϣン 5 のϦラクηーγϣンͰ͸ɺᛉ૝法を紹介͢Δɻ࠷ॳにϦラοクス
͠たঢ়ଶを࡞Γग़͠ɺʮࢲ͸心Ժ΍͔ͩʯɺʮࢲの࿹͸重͘ɺ͋たた͔いʯͳͲの
を૊み߹ΘͤΔɻ֮ײɻ心஍Αいイϝーδに͞·͟·ͳମの͏ߦ教ࣔをݾࣗ

෉͠た͜とをʮίϛϡχ޻にɺ家族をؚめଞऀとのίϛϡχέーγϣンͰޙ࠷
έーγϣンه࿥දʯにه࿥͢Δ͜と（ඞཁにԠ͡てߦಈه࿥ɺهߟࢥ࿥を௥Ճ͢
Δ）ɺͦ͠て 1 ೔ 1 ճᛉ૝法の࿅習ɺ΋͘͠͸͜Ε·Ͱ࿅習͠たϦラクηーγϣ
ン法を͜͏ߦとをϗームϫークと͢Δɻηογϣン5のޙ࠷Ͱ͸ɺ࣍ ճのηογϣ
ン � の಺༰を༧習͠て͘ΔΑ͏ࢀՃऀにٻめΔɻ·たɺඞཁͰ͋Ε͹ଞの家族を
ηογϣンにটいて΋ߏΘͳい͜とを఻͑Δɻ
セッション 6 将来に向けた計画

͜のηογϣン͸ɺ介護のબ୒ࢶにؔ͢Δ৘ใఏ͕ڙத心とͳΔɻ介護ੜ׆を
αーϏスをརࢱとと΋にɺ෱͏ߦをڙαーϏス΍੍౓にؔ͠て৘ใఏࢱΔ෱͑ࢧ

3	 Ξαーティブと͸ɺଞऀͩけͰͳࣗ͘෼΋ଚ重͠た上Ͱࣗ෼の఻͑たい͜とをଞऀに఻͑Δํ
法の͜とɻΞαーγϣンと΋い͏ɻ
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༻͢Δ͜とへの఍߅ɺଞの家族と介護について࿩͠߹͏ػձを࣋つ͜とへの఍߅ɺ
ࣗ෼の਎にԿ͔͋った৔߹にͲ͏͠たΒΑい͔ɺ認知症の家族͕͜のઌ൑அೳྗ
͕๡͘͠ͳったࡍにͲ͏͢Ε͹ྑい͔ͳͲのテーϚについて࿩͠߹͏ɻ͜ΕΒの
࿩を௨͡てɺීஈ͔ΒҰਓͰ介護をഎෛい͗͢ていͳい͔ɺଞऀにཔΔ͜とにڧ
い఍߅を࣋っていͳい͔ͳͲɺࢀՃऀの͑ߟɺࢥいを֬認͢ΔɻޙࠓඞཁとͳΔ
αーϏスのར༻に向けɺ介護家族と࿩͠߹͏ػձをઃけΔの͕ηογϣン � Ͱ͋
Δɻ͜のηογϣン͸ɺ෱ࢱαーϏスにؔ͢Δ৘ใఏ͕ڙத心Ͱ͋Δためɺプロ
グラム࣮ऀࢪのઐ໳ੑにΑって͸ɺϚχϡΞルに͞ࡌهΕていΔ಺༰Ҏ上の͜と
͸Θ͔Βͳい৔߹΋͋ΔɻΘ͕ࠃͰ͸ɺ介護にؔ͢Δ஍ҬのओたΔ૬ஊ૭ޱ͸஍
Ҭแׅࢧԉηンλー（Ҏ߱ɺแׅ）Ͱ͋Δためɺ࣮ऀࢪ͸ࢀՃऀのॅډ஍Ҭ୲౰
のแׅを೺Ѳ͠て͓͖ɺඞཁにԠ͡てࢀՃऀにแׅを紹介͢Δ͜と΍ɺแׅとの
࿈ܞの上ͰΑΓৄࡉͳ৘ใをఏ͢ڙΔ͜と΋ՄೳͰ͋Δɻ࣮ऀࢪ͸ແ理ͤͣにࢀ
Ճऀ͔Βの࣭໰にର͠てΘ͔Βͳい͜と͕͋Ε͹正௚に఻͑ɺ࣍ճのηογϣン
Ͱճ౴͠て΋Αいɻ·ͩแׅにつͳ͕っていͳいࢀՃऀͰ͋Ε͹ɺϗームϫーク
と͠てแׅにҰ౓ి࿩͠てみΔ͜とをఏҊ͠て΋Αい͔΋͠Εͳいɻ

ɹηογϣン � のϦラクηーγϣン法͸ɺւのイϝーδ法を紹介͢Δɻͪ࣋ؾ
のΑいւのޫܠをイϝーδ͠て΋Βいͳ͕Βɺ඿ลͰΏったΓとա͢͝イϝーδ
を௨͠てϦラοクスをਤΔɻηογϣンのޙ࠷にϗームϫークをఏࣔ͢Δࡍɺࢀ
Ճऀのঢ়گに߹Θͤて͜Ε·Ͱのߦಈه࿥ɺهߟࢥ࿥ɺίϛϡχέーγϣンه࿥
ͳͲを紹介͢Δ͕ɺϗームϫークを࣮͢ࢪΔ͕࣌ؒͳい৔߹に͸ɺηογϣン �
の෮習を༏ઌ͢ΔΑ͏に఻͑Δɻ
セッション 7 楽しい活動と気分の関係

෼のؾとࣄಈとのつͳ͕Γを紹介͢ΔηογϣンͰ͋Γɺָ͠いग़དྷߦ৘とײ
ӈࠨステーδにߦɻ認知症介護家族͸ɺ認知症のਐ͏ߦについて心理教育を܎ؔ
͞ΕΔ΋ののɺجຊతに͸介護த心のੜ׆をૹΓ͕ͪͰ͋Δɻܰ౓Ͱ͋って΋認
知症の家族͕ؾにͳってɺҎલΑΓ΋ܰؾに֎ग़Ͱ͖ͳいとૌ͑Δ介護家族͸গ
ͳ͘ͳいɻ͜のηογϣンͰ͸ߦಈੑ׆Խとݺ͹ΕΔख法をߟࢀにɺීஈのੜ׆
ͰܰؾにऔΓ૊めͦ͏ͳָ͠い׆ಈをܭը͢Δɻ׆ಈ಺༰と͠てɺҰਓͰָ͠Ή
͜ととɺ家族とҰॹにָ͠Ή͜との � छྨをブϨインスτーϛングにΑってҊग़
͢Δɻ࠷ॳ͸介護家族のఏҊ͢ΔΞイデΞをධՁͤͣにௌऔ͠ɺे෼ग़ਚ͘͠た
と͜ΖͰɺܰ͞ؾɺ؆қ͞ɺܧଓੑͳͲ࣮ݱՄೳੑの؍఺͔Βɺい͘つ͔の׆ಈ
にߜってい͘ɻྫ͑͹ɺཱྀߦ͸家族にとってのޮ果తͳؾ੖Β͠にͳΓ͏Δ΋の
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のɺ͙͢に࣮ࢪͰ͖Δ΋のͰ͸ͳいɻͦ͜ͰɺཱྀߦのܭըをཱてΔɺڵຯの͋Δ
ಈ׆Մೳͳݱ୅理ళを೷いてみΔͳͲɺΑΓ࣮ߦɺཱྀ͏ߦ΍౔஍の৘ใऩूをࠃ
にམと͠ࠐΉɻऔΓ上͛Δ׆ಈ͸ࠣࡉͳ΋のͰ΋ߏΘͳいɻϗームϫークͰ͸ɺ
ಈに׆఺͔Βɺ֤؍Ͱ͖た͔Ͳ͏͔のߦに࣮ࡍըを࣮ܭ 1 ʙ � ఺の఺਺をつけɺ
ָ͔͠った׆ಈ͸Կ͔ɺ家族とҰॹに׆͏ߦಈ͸ָ͠めた͔Ͳ͏͔をɺηογϣ
ン � の๯಄ͰৼΓฦΔɻ

ηογϣン � のޙ࠷にスτϨον法を紹介͢Δɻ௨ৗɺスτϨον͸ࣗ෼のମ
の݈߁のためにߦΘΕΔと認ࣝ͞Ε͕͕ͪͩɺؾ੖Β͠΍ؾҳΒ͠のखஈと͠て
΋༗ޮͰ͋Δɻ
セッション 8 これからもスキルを使い続けるために

ऴηογϣンͰ͸ɺ͜Ε·Ͱの学ͼをৼΓฦΓɺԿ͕໾にཱった͔ɺ΋͏গ࠷
͠࿅習͕ඞཁͳスΩル͸Կ͔ɺ͜Ε͔Βઌに͜ىΓͦ͏ͳスτϨスイϕンτに͸
Կ͕͋Δ͔ɺͦの࣌に͸Ͳ͏͢Ε͹Αい͔について࿩͠߹͏ɻ

ηογϣン � Ͱ͸ɺઇࢁのࢁখ԰のイϝーδ法を紹介͢Δɻ࠷ऴηογϣンͰ
͋Δためɺ紹介͢Δ৽͠いイϝーδ法を೔ৗੜ׆Ͱ࣮͠ࢪてみたײ૝をฉ͘͜と
͕Ͱ͖ͳいɻ͜Ε·Ͱ紹介͠たෳ਺のϦラクηーγϣン͸͢΂て͜͏ߦとにҙຯ
͕͋ΔΘけͰ͸ͳ͘ɺࢀՃऀ͕޷Ήํ法をݟつけɺͦΕをத心に࿅習͢ΔͩけͰ
΋े෼Ͱ͋Δɻޮ果తͳϦラクηーγϣン法͸ࢀՃऀにΑってҟͳΔためɺҰ௨
Γ紹介͢Δඞཁ͕͋Δɻ

4.　プログラムの試験的実施

චऀΒ͸ START の։ൃऀͰ͋Δ Livingston ത士のঝ୚をಘた上ͰϚχϡΞ
ルを຋༁͠ɺ͜Ε·Ͱҩྍؔػの֎དྷɺ͓Αͼ஍Ҭࢧԉのݱ৔Ͱプログラムの࣮
みて͖たɻ͜͜Ͱ͸ɺSTART�Jࢼをࢪ のҰྫࣄを紹介͢Δ（Kashimura	et	al�
	
��1�）ɻͳ͓ɺຊྫࣄについて͸චऀ͕ॴଐ͢Δؔػのྙڀݚ理ҕһձͰঝ認を
ಘた上ͰߦΘΕたڀݚのҰ෦Ͱ͋Γɺຊྫࣄのൃදに͋たΓޱ಄とจ໘Ͱझࢫઆ
໌をߦいɺࢀڀݚՃऀ͔ΒಉҙをಘたɻࢀՃऀ͸ܰ౓のΞルπϋイϚー型認知
症の฼਌を介護͢Δ່ A Ͱ͋Γɺڧい介護ෛ୲ײ΍ؾ෼のѱԽ͕みΒΕていたɻ
A の฼਌のओ࣏ҩ͔ΒɺA のૌ͑をडけてӃ಺のྟচ心理士に紹介͞Εたɻ

฼਌の介護を理༝にࣄ࢓をୀ৬ͤ͟Δをಘͣɺ介護த心のੜ׆とͳった A ͸ɺ
࣍ୈにަ༑ؔ܎΋๡͘͠ͳΓɺ฼਌とա͕࣌ؒ͢͝ੜ׆の΄とΜͲを઎めΔΑ͏
にͳっていたɻ೤心に介護を͠ͳ͕Β΋ɺ฼਌にର͢ΔౖΓ΍଀͠みのײ৘͕༙
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いて͖たΓɺ࣌にڧい෺ݴいͰ౰たって͠·ったΓとɺ͔ͳΓ٧͖ߦ·った介護
ঢ়گͰ͋Δ͜と͕͏͔͕͑たɻ·たɺ͜のΑ͏ͳ介護の໰୊͸୭に΋૬ஊͰ͖て
いͳ͔ったɻͦ͜Ͱɺྟ চ心理士͸ A に START�J を紹介͠ɺࢀՃのಉҙをಘたɻ

プログラムを௨͠てɺA と฼਌͕ޱ࿦にൃల͠΍͢いߦಈύλーンを෼ੳ͠ɺ
ؔΘΓํのम正をߦったɻA ͔Βみた฼਌の໰୊ߦಈのύλーンをಉఆ͠ɺA
のීஈの൓Ԡのํ࢓をม͑ɺ฼਌にΑΔ໰୊ߦಈのҾ͖ۚとͳっていたڥ؀をௐ
੔͢Δ͜とͰɺ฼਌のߦಈम正をࢼみた݁果ɺ౰֘ߦಈ͕ܰݮ·た͸ফࣦ͠た͜
と͕ใ͞ࠂΕた（ηογϣン � ʙ 3）ɻͦのޙのηογϣンͰ͸ɺ෺ࣄをωΨティ
ブにଊ͑͗͢て͠·͏ A のํ͑ߟのบをಛఆ͠ɺ͑ߟ௚͠の࿅習をਤΓ（ηο
γϣン �）ɺϗームϫークの݁果͔Β͑ߟ௚͠にΑってؾ෼͕গͣ͠つվળ͞Ε
て͖た͜と͕ A ͔Βใ͞ࠂΕたɻ·たɺA ͸ීஈ͔Β介護についてҰਓͰ๊͑
͜みɺ਌族と΋࿩͠߹͏͜と͕Ͱ͖ていͳ͔ったɻͦ͜Ͱɺ૬ஊͰ͖ͣにいた਌
族にಇ͖͔けてみΑ͏と決ҙ͠ɺΞαーティブͳίϛϡχέーγϣンの޻෉を
͠たΓ（ηογϣン 5）ɺଞऀに૬ஊ͠たΓެڞのαーϏスをཔΔ͜とについて
の A ࣗ਎の఍ײ߅ͳͲを࿩͠߹͏࣌ؒをઃけた（ηογϣン �）ɻA ࣗ਎のスτ
Ϩス؅理と͠てɺA ͕΍Γたい͜と΍௅ઓ͠てみたい͜とを୳͠ࡧɺ࣮ࡍに΍っ
てみΔ͜とをఏҊ͠た（ηογϣン �）ɻηογϣンの経աとと΋にɺA の介護
ෛ୲ײ΍ؾ෼ɺੜ׆の࣭͸ঃʑにվળ͞Εてい͖ɺプログラムऴ͔ྃޙΒ 1� ϲ
݄͕経ա͠た࣌఺Ͱ΋ɺA のؾ෼΍介護ෛ୲ײɺੜ׆の࣭͸΄とΜͲҡ࣋͞Ε
ていたɻ·たɺプログラムの࣮ࢪதに༗ࣄ֐৅͸ൃੜͤͣɺऴྃ͢Δ·Ͱ҆શに
プログラムを࣮͢ࢪΔ͜と͕Ͱ͖たɻྫࣄ A の݁果͔ΒɺSTART�J のΘ͕ࠃͰ
の࣮ࢪՄೳੑをࣔ͢͜と͕Ͱ͖たとい͑Δɻ

5.　START-J を実施した上での課題

START�J の࣮ࢪに͋たってݕ౼͢΂͖఺と͠てɺ࣮ ɺ࣮ऀࢪ ৔ॴɺӡ༻ํ法ɺࢪ
ͦ͠てଟ༷ͳࢀՃऀのモνϕーγϣンへのରॲͳͲ͕͛ڍΒΕΔɻSTART�J の
について͸ɺ心理学తͳΞプローνにਫ਼௨͠たྟচ心理士ͳͲの心理৬ऀࢪ࣮
にΑって࣮͞ࢪΕΔ͜と͕๬·͠い΋ののɺΘ͕ࠃͰ͸ऀྸߴのੜ׆をࢧԉ͢
Δ心理ྖҬの࣮ફ׆ಈ͸๡͠い͜と͕ࢦఠ͞ΕていΔ（೔ຊ学ज़ձٞ，��11）ɻ
Livingston	et	al�（��13）Ͱ͸ɺSTART の࣮ऀࢪ͸ྟচ心理士のΑ͏ͳઐ໳ੑ
のߴいऀͩけͰ͸ͳ͘ɺྟচ経ݧのͳい心理学をઐ͢߈Δେ学Ӄੜに START
にؔ͢Δ教育とݚमを͜͏ߦとͰਓࡐをཆ成͠ていΔɻSTART ͸認知ߦಈྍ
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法（Cognitive	Behavioral	Therapy，ҎԼ CBT）にͮجいたプログラムͰ͋Δ
͕ɺCBT をݪ理ओ義తに਱͢ߦΔプログラムͰ͸ͳいɻCBT と͸ɺਓؒの৘ॹ
͕認知の͋Γํ（डけऔΓํ΍ํ͑ߟ）のӨڹを͘ڧडけΔ͜とに஫໨͠てɺ認
知΍ߦಈにಇ͖͔けて心をܰ͘͠たΓɺ໰୊ղ決をखॿけ͠たΓ͢Δߏ଄Խ͞
Εたਫ਼ਆྍ法（心理ྍ法）Ͱ͋Δ（େ໺，��1�）ɻCBT の理ղと࣮ࢪの経ݧ͸ɺ
START のプログラムの理ղ΍スムーζͳਐߦに໾ཱつɻ͕ͩɺSTART の࣮ࢪ
に͋たって͸ CBT の経ݧをඞਢの৚݅と͢Δඞཁ͸ͳいͩΖ͏ɻ·た࣮ࢪ৔ॴ
について͸ɺӳࠃͰ͸ओに介護家族のࣗ୐Ͱ͏ߦΞ΢τϦーν型のࢧԉ͕ల։͞
ΕていΔのにର͠ɺΘ͕ࠃͰ͸ START のΑ͏ͳ心理ࣾձతͳ介ೖプログラム
を介護家族のࣗ୐に๚໰͠て࣮͢ࢪΔ͕ڥ؀੔っていͳいɻͦのためɺ౰໘͸ҩ
ઃ಺のҰࣨをࢪをಘてͦΕΒྗڠの֎དྷɺ͋Δい͸แׅ΍ຽؒஂମͳͲのؔػྍ
आΓて࣮͠ࢪたΓɺ஍ҬのެڞスϖースをआΓて࣮͢ࢪΔの͕࣮ݱతͰ͋Ζ͏ɻ
ͳ͓ɺSTART�J のಋೖに͋たって͸ɺ࣮͓ऀࢪΑͼࢀՃऀの૒ํ͕プログラム
を҆શに࣮ࢪͰ͖Δ͜とをୈҰに͑ߟͳけΕ͹ͳΒͳいɻ

తͳਓɺۃՃにҙཉతͳਓ͔ΒফࢀՃऀのモνϕーγϣン͸ɺプログラムへのࢀ
ΞンϏόϨンτͳଶ౓をࣔ͢ਓͳͲଟ༷Ͱ͋Δ͜と͕༧૝͞ΕΔɻࢀՃऀのモν
ϕーγϣン͕௿い৔߹ɺϗームϫークへのऔΓ૊み΋ফۃతとͳΓ΍͢いɻ͞Β
にɺ認知症の介護家族͸ͦのੜ׆のଟ๩͔͞ΒϗームϫークにऔΓ૊Ή࣌ؒの֬
อࣗମ͕೉͠い৔߹΋͋ΔɻCBT Ͱ͸ɺࢀՃऀ͸ϗームϫークを௨͠てηογϣ
ンதに学Μͩ͜とを࣮ੜ׆のதͰମ͠ݧɺ͑ߟ௚͠΍ߦಈのम正ͳͲのスΩルを
習ಘ͢Δ͜とを໨͢ࢦためɺϗームϫークの࣮ࢪ͸介ೖのޮ果をࠨӈ͢Δ重ཁͳ
ཁҼͰ͋ΔɻCBT に͓いてϗームϫークを࣮͠ࢪͳい理༝について͸ɺࢀՃऀ
͕ϗームϫークのҙ義΍໨తを理ղ͠ていͳい৔߹ɺͦ͠てϗームϫークͦの΋
の͕೉͗͢͠Δ఺͕͛ڍΒΕていΔ（େ໺，��1�）ɻϗームϫークのಋೖ΍આ໌
をஸೡにͩ͏ߦけͰͳ͘ɺࢀՃऀの͑ߟを࢕いͳ͕ΒࣄલにରԠࡦを͑ߟΔඞཁ
΋͋Δɻ͔͠͠ɺີݫにϗームϫークを࣮͠ࢪΑ͏と͢Δ͜とͰࢀՃऀのモν
ϕーγϣンをԼ͛て͠·͏ڪΕ΋͋Δためɺϗームϫークを࣮͠ࢪていͳい৔߹
に͸ɺ࣍のηογϣンの๯಄Ͱ͜Ε·Ͱのੜ׆をৼΓฦΓͳ͕Βɺͦの৔ͰҰॹ
にϗームϫークをऔΓѻ͏Α͏ͳॊೈ͞΋ඞཁとい͏ҙݟ΋͋Δ（Livingston ΍
Rapaport とのࢲ৴にΑΔ）ɻSTART͸ߏ଄Խ͞ΕたプログラムͰ͸͋Δ΋ののɺ
にԠ͡たॊೈͳӡ༻に΋։͔ΕていΔɻگঢ়ࢪ࣮

ϗームϫークͩけͰͳ͘ɺηογϣン਺΋ START�J の࣮ࢪ上のো֐とͳΓ͏
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ΔɻචऀΒ͸ START�J をִिにҰ౓のϖースͰਐ͢ߦΔためɺ� ηογϣン׬
਱·Ͱに͓Αͦ�ϱ݄のؒظをཁ͢ΔɻLivingston	et	al�（��13）のใࠂͰ΋ɺશηο
γϣン׬਱཰͸શମの໿ ��ˋͰ͋Γɺ5 ηογϣンҎԼ͔࣮͠ࢪͰ͖ͳ͔った
έース͸໿ ��ˋに΋ٴͿɻ� ճとい͏ճ਺にͣͤࣥݻɺࢀՃऀのੜ׆ঢ়گ΍χー
ζに߹Θͤて࣮ࢪՄೳͳηογϣンをબ୒͢Δ޻෉΋Մೳ͔΋͠Εͳいɻ޾いɺ
START�J の֤ηογϣン͸΄΅ಠཱ͠ていΔ͜と΋͋Γɺ介護家族との心理໘
઀աఔのதͰ START�J のඞཁͳηογϣンのみをऔΓ上͛て介護家族のࢧԉに
Մೳੑ΋͋Δ（樫村ଞ，��1�）ɻ͔͠͠ɺॊೈ͗͢Δӡ༻にΑってプログ͔͢׆
ラムのޮ果͕ബΕΔڪΕ΋े෼͑ߟΒΕΔɻSTART の࣮ࢪに׳ΕΔ·Ͱ͸ɺプ
ログラムのϚχϡΞルにԊったਐߦを心͕けͳ͕Β経ݧを重Ͷɺ࣮ऀࢪの経ݧに
にม༰ͤ͞てい͘とΑい͔΋͠Εͳいɻܗ৔にద͠たݱ൑அͰগͣ͠つͮ͘ج

6.　今後の展望

ઌड़の௨ΓɺSTART ͸認知症の介護家族の介護ෛ୲ײ΍ϝンλルϔルス
のվળに༗ޮ͔つඅ༻ରޮ果に༏Εた心理ࣾձతͳ介ೖプログラムͰ͋Δɻ
START�J ͸ະͩݕྫࣄ౼のϨϕルにཹ·って͓ΓɺΘ͕ࠃͰの༗ޮੑのݕ౼͕
଴たΕΔɻ·たɺSTART ͸ຊདྷΞ΢τϦーνࢧԉ͕Մೳͳڥ؀に͓いて࣮͞ࢪ
ΕていΔプログラムͰ͋ΓɺΘ͕ࠃの心理৬͕Ξ΢τϦーνのखஈを࣋たͳいݱ
ঢ়ͰɺͲのΑ͏ͳ৔໘Ͱ START�J を׆༻͢Δ͜と͕Ͱ͖Δ͔についてݕ౼͠て
い͘ඞཁ͕͋Δɻプログラム࣮ࢪの͕ڥ؀ҟͳΔ͜とにΑってɺ介ೖのޮ果にҧ
い͕ੜͣΔの͔ɺ·たηογϣンのճ਺΍脱མ཰ͳͲの໘઀ߏ଄のҧいについてɺ
ӳࠃͰの݁ڀݚ果とのൺֱをࢼみたいと͑ߟていΔɻ

͞Βにɺۙ೥ԕִҩྍ͕ൃల͠ɺインλーωοτ΍スϚーτϑΥンͳͲの׆༻
にΑΓɺ௚઀ձΘͳ͘と΋ԕִ஍͔Βऀױ΍ͦの家族をࢧԉͰ͖Δ࿮૊み͕஀ੜ
͠つつ͋Δɻ͜͏͠た௨৴ٕज़を׆༻͢Δํ法Ͱ͸ɺར༻Մೳͳਓ͕͔ͳΓݶΒ
ΕΔとい͏ݶք͸͋Δ΋ののɺ͏·͘׆༻͢Δ͜とにΑって৔ॴをબ͹ͣࢧԉを
଴Ͱ͖ΔɻΦンラインٕज़ظԉのର৅の֦େ͕ࢧと͕Ͱ͖ΔΑ͏にͳΓɺ͜͏ߦ
をར༻Ͱ͖ͳいと͠て΋ɺి ࿩௨৴をར༻͠た介ೖ͸࣮ݱՄೳੑ͕ߴいとい͑Δɻ
دɺۙ೥͸ి࿩を༻いた心理学త介ೖ͕ར༻ऀのϝンλルϔルスのվળにࡍ࣮
༩͢Δ͜と͕ใ͞ࠂΕて͖ていΔ（e�g�	FuruLawa	et	al�
	��1�）ɻ認知症の介護家
族͸ɺ認知症の家族͕デイαーϏスへの௨ॴͳͲͰෆࡏの࣌にΑ͏΍ࣗ͘෼の਎
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のपΓの͜と͕Ͱ͖たΓɺ家ͦࣄのଞをࡁ·ͤたΓとɺとに͔͘ଟ๩Ͱ͋Δɻプ
ログラムの࣮ࢪ৔ॴ·Ͱ଍をӡͿ࣌ؒをׂ͘͜と͑͞೉͠い介護家族΋গͳ͘ͳ
いɻ͜のためɺޙࠓ͸ԕִతͳ START�J の࣮ࢪՄೳੑについて΋ݕ౼͠てい͖
たいと͑ߟていΔɻ

にɺSTART�Jޙ࠷ の࣮ऀࢪについてɺΘ͕ࠃに͓いて認知症ࢧԉのத心తͳ
໾ׂを果た͠ていΔ஍Ҭの؃護ࢣ΍෱ྖࢱҬのઐ໳৬にΑって࣮ࢪՄೳͳプログ
ラムͮ͘Γをݕ౼͢ΔՁ஋͕͋Δと͑ߟていΔɻΘ͕ࠃͰ͸認知症のҩྍ΍ࢧԉ
のத心͸ҩྍ͔ؔػΒ஍Ҭへとγϑτ͠て͖ていΔ΋ののɺ஍Ҭࢧԉのݱ৔に͓
けΔ心理৬の׆ಈ͸ଞの৬छにൺ΂てະ͕ͩ޿ΓをみͤていͳいɻͦΕに΋͔
͔ΘΒͣɺSTART�J の࣮ࢪを心理৬にݶΔ͜と͸ɺଥ౰と͸い͑ͳいͩΖ͏ɻ
START ͸͔֬にߏ଄Խ͞ΕたϚχϡΞルϕースのプログラムと͠て݁͠׬てい
Δ΋の͕ͩɺͦのӡ༻ํ法について͸͞·͟·ͳ޻෉の༨஍を༗͠ていΔɻޙࠓ
͸ START�J のΘ͕ࠃͰの༗ޮੑ΍҆શੑɺඅ༻ରޮ果を໌Β͔に͠つつɺࢧԉ
のݱ৔にద͠たॊೈͳӡ༻ํ法΍プログラムීٴのํ法について΋ݕ౼͠てい͖
たいと͑ߟていΔɻ
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脱・講義型授業へ―学習成果向上のための
授業デザイン

カーク・スティーブンˎ・西川純恵ˎ

Moving	Beyond	Lecturing:	Designing	Classes	to	Improve	Student	
Learning	Outcomes

Steven	KIRK，Sumie	NISHIKAWA

１．はじめに

ถࠃの ST&M（science
	technology
	engineering
	mathematics）教育ɺ͢ͳΘ
ͪՊ学・ٕज़・޻学・਺学෼໺に͓けΔ教育に͓いて͸ɺେ学Ϩϕルに͓いて
΋ 1r3ɺߴ౳学ߍ・த౳学ߍϨϕルに͓いて΋ �ɺ͜の �� ೥ؒに౉Γ఻౷తͳ講
義型授業͔Β཭ΕΔ܏向͕ݦஶにͳっていΔɻۙ೥Ͱ͸ɺόーモンτେ学・ラー
φー・ϝディカル・カϨοδ（the	Larner	Medical	College	at	the	University	of	
7ermontɺถࠃόーモンτभ）͕͢΂ての授業ܗଶを講義͔ࣜܗΒΞクティブ・
ラーχングํࣜへとҠͤ͞ߦΔとද໌͠た͜と͕χϡースとͳった 5
�ɻ講義のධ
൑͸ͳͥ௿Լ͢ΔΑ͏にͳったのͩΖ͏͔ɻ

たͪ͸౰ॳɺ୲౰授業の教育ऀۦओྲྀのΞクティブ・ラーχングํࣜのઌࠓࡢ
ޮ果上の໰୊をղ決͠たいとい͏理༝͔Β講義に୅͑て͜のํࣜをಋೖ͠たΘけ
Ͱ͋Δ͕ɺ৽ํࣜ授業の֦େに൐いਐల͠たڀݚ成果にΑΓɺ講義͕ࣜܗ学習の
ఆண・อ࣋にޮ果తख法Ͱ͸ͳい͜と͸໌Β͔にͳっていΔɻFreeman Β � ͸
Պ学・਺学・޻学෼໺に͓いてɺΞクティブ・ラーχングํࣜと఻౷త講義ࣜܗ
にΑΔ学習成果をൺֱ͠た ��5 のྫࣄڀݚのϝλ෼ੳをߦったɻͦΕにΑΔと学
習成果の͏ͪɺ݁ݧࢼ果について͸Ξクティブ・ラーχング型授業ͰスίΞ͕ฏ
授業Ͱࣜܗ上ঢ͠ɺίースのෆ߹֨ऀ਺について͸講義ˋ̒ۉ 1�5 ഒߴい਺஋を

ˎ	೔ຊҩՊେ学・֎ޠࠃ教ࣨ
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ࣔ͠たɻ͜ΕΒの݁果͸͔֬ͳ΋のͰग़൛όイΞスͳͲのためͰ͸ͳいと͠てい
Δɻ݁࿦と͠て൴Β͸ɺ͜ΕΒの͕ڀݚҩྍ介ೖ・࣏ྍのためのランμムԽݧࢼ
Ͱ͋ったと͠たΒɺ介ೖߦҝ（Ξクティブ・ラーχング型）のํ͕໌Β͔に༗ޮ
Ͱ͋ΔのͰɺऀױをରর܈にׂΓ付けΔ͜と͸த͞ࢭΕΔͰ͋Ζ͏とड़΂ていΔɻ

Ξクティブ・ラーχングํࣜͰ͸講義ࣜܗとҟͳΓɺ学習ऀ͕डಈతに৘ใを
डけऔΔとい͏ΑΓ΋ɺ授業ͰΞクティϏティー΍ディスカογϣンに（ଟ͘͸
গਓ਺グループͰ）औΓ૊Ή͜とにΑΓɺࣗΒ知のߏஙプロηスにؔ༩Ͱ͖Δと
い͏の͕ಛ௃Ͱ͋Δɻ講義ࣜܗ͸৽͠い৘ใを学ੜにఏࣔ͢Δ上Ͱ͸重ཁͳख法
のҰつͰ͋ΓɺΞクティブ・ラーχング型授業に͓いて΋ͳ͓重ཁͳखཱてのҰ
つͰ͸͋Δ͕ɺ	ͦΕに౰てΔ࣌ؒ͸授業಺Ͱ͸࠷খݶにཹめΒΕΔ͜と͕ଟいɻ
Ή͠Ζ授業࣌ؒ͸ɺ学ੜؒ΍学ੜ・教һؒの΍ΓऔΓのための׆ಈにඅ΍͞Ε
Δɻචऀ（KirL）の学ੜ࣌୅をৼΓฦってみて΋ɺ講義ͰѻΘΕΔの͸教ՊॻͰ
ఆ͞ΕたൣғͰ͋Γɺ（ࣗ෼΋ؚめて）ଟ͘の学ੜ͕教ՊॻをࣗલͰಡΉ͔授ࢦ
業にग़Δ͔のͲͪΒ͔Ͱ͋Γ྆ํͰ͸ͳ͔ったɻՃ͑てݱ୅のテクϊロδーにΑ
Γ講義͕ϏデΦԽ͞ΕΦンライン上ͰࢹௌͰ͖ΔとͳΕ͹ɺ授業࣌ؒ಺にϏデΦ
とಉ͡಺༰の講義を܁Γฦ͢理༝͸ݟ౰たΒͳいɻถࠃのϝディカル・スクール
Ͱ͸ɺ授業にग़席ͤͣݧࢼલにԿΒ͔のํ法Ͱݧࢼษڧを͢Δ学ੜ͕ଟいΑ͏Ͱ
͋Δ͕ɺスλンϑΥーυେ学（Stanford	UniversityɺถࠃカϦϑΥルχΞभ）の
͋ΔίースͰϏデΦ講義とग़席ࣗ༝のインλラクティブ型授業へとม͠ߋたと͜
Ζɺग़席཰͕ ��� ͔Β ��� に上ঢ͠た͕͋ྫࣄΔ �ɻ

教һ͕༻いΔ教授法とい͏の͸ࣗΒ͕डけた教育にͮ͘ج΋のͰ͋Δ͜と͕ଟ
͘ɺଟ͘の理਺ܥ・ҩ学ܥ教һにとって͸ͦΕ͕講義ࣜܗͰ͋ったとい͏͜とに
ͳΖ͏ɻ͞Βに͸ɺ教һとͳったऀのଟ͘͸طଘの講義੍ࣜܗ౓を成ޭཪに৐Γ
੾っていΔ৔߹͕ଟ͘ɺͦΕΏ͑ࣗ෼ୡ͕डけた教育ख法にプラスのイϝーδを
࣋つ͜と͕ଟいɻ·たɺߴਫ४の授業を͠ていΔとい͏ࣗෛを༗͢Δ৔߹΋ଟ
いͰ͋Ζ͏͠ɺ	࣮ͦࡍの授業͕学ੜ͔Βਓߴ͕ؾい৔߹΋ଟい͔΋͠Εͳいɻ͠
͔͠ͳ͕ΒͦΕͰ΋ͳ͓ɺ講義ࣜܗにΑΔޮ果のఔ౓をม͑Δ͜とに͸ͳΒͳい
Α͏ͳのͰ͋Δɻόーモンτେ学ҩ学෦௕΢ィϦΞム・δΣϑϦーζ（William	
Je⒎ries）͸ҩྍߦҝにྫ͑て͜͏ड़΂ていΔɻʮԾにɺੲͳ͕Βのํ法にΑΔ஬
ਨ੾আज़͕ɺͦΕ͕ࣗ෼の޷みに߹͏͔Βとい͏理༝Ͱ͖ͩ޷と͠てɺࣗ෼に͸
ͦΕを͏·͘΍ΕΔٕज़΋͋ΓɺͰ΋ऀױにとって͸ͦΕ͕ྑ࠷のํ法Ͱ͸ͳ
͔ったと͠たΒɺ͋ͳたͳΒͦのࣜํچを使い·͔͢ʯ� とɻͦ͏͸͏ݴ΋ののɺ
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Ξクティブ・ラーχング型授業のମݧ΍ɺͦのࢦಋ法を正ࣜに学Μͩ経ݧを࣋つ
教һ͸ଟ͘ͳいの͕࣮৘Ͱ͋Ζ͏ɻ

ຊߘ͸ɺ学ੜの学習成果向上につͳ͕Δख法をɺい͔に͠てैདྷ型の講義ࣜܗ
授業にಋೖ͠ていけΔ͔について࣮ફతͳఏҊを͢Δ͜とをओ؟と͠ていΔɻऔ
Γ上͛Δࡾつのख法͸ɺ授業಺の講義をஈ֊を௥ってɺ学ੜの学習ޮ果をߴめ
Δと͞ΕΔ׆ಈにঃʑにஔ͖͑׵てい͘΋のͰ͋ΔɻҰつ໨͸ɺຖճの授業Ͱ
ଶͰ͋ܗの··のࣜܗΔ΋のͰɺͦΕҎ֎͸講義͢ࢪ౷తͳ֬認テスτを࣮ܥ
Δɻೋつ໨͸ϐΞ・インスτラクγϣン（peer	 instruction）Ͱɺ学ੜのディス
カογϣン׆ಈにԠ͑ΔܗͰ୹࣌ؒの講義をؚΉɻࡾつ໨͸൓స授業（qipped	
classroom）Ͱɺͦ͜Ͱ͸講義に୅͑ɺ授業࣌ؒを学ੜ͕՝୊にऔΓ૊Ήための
৔と͢Δ΋のͰ͋Δɻ

２．毎回の授業での確認テスト

ैདྷ型講義ࣜܗΑΓ΋ߴい学習成果をಘΔख法のҰつ͕ɺ૬Ԡの重ཁ౓の（߹
൱に͸௚݁͠ͳい͕成੷に͸൓ө͞ΕΔとい͏Α͏ͳ）	テスτをසൟに授業Ͱ࣮
向͕͋Δ͕ɺ܏み学習を͢Δࠐલに٧めݧࢼΔɺとい͏΋のͰ͋Δɻ学ੜ͸͢ࢪ
み学習Ͱ͸学習಺༰͕௕ࠐಘ఺をऔಘͰ͖たと͠て΋ɺ٧めߴͰݧࢼͰ͸ɺڀݚ
にอ࣋͞Εに͘い͹͔Γ͔ɺଟେͳスτϨスをট͘とࣔ͞ΕていΔظ �ɻهԱと
学習にؔ͢Δڀݚにཱ͠٭たݪࡾଇを༻いΔ͜とͰɺ学ੜ͸学Ϳྗを向上ͤ͞ɺ
৽ن学習಺༰を௕ؒظอ࣋͢Δ͜と͕Ͱ͖Δ �ɻ͜ΕΒݪࡾଇにԊって学習͢Ε
͹ɺݧࢼલに٧めࠐみ学習を͢Δඞཁ͕ͳ͘ͳΔのͰ͋Δɻ

ୈҰのݪଇ͸ɺهԱ͔Β৘ใをҾ͖ग़ͦ͏と͢Δʮ૝ى࿅習ʯ͕学ͼのػܖ
とͳΔɺとい͏΋のͰ͋Δɻʮ૝ى࿅習ʯ（retrieval	practice）͸ɺ৘ใをࢥいग़
ͦ͏と͢Δߦҝの͜とͰɺ	テスτͰղ౴͠Α͏と͢Δࡍに͏ߦの͸͜Εに૬౰͢
Δɻ学ੜ͸テスτલに෮習のつ΋ΓͰ教ՊॻにϚーカーをҾいたΓ͠てಡみ௚͠
を͢Δ΋のͰ͋Δɻ教Պॻを܁Γฦ͠ಡΉ͜とͰͦのจষに׳ݟΕて͘Δとɺ͋
た͔΋ͦの಺༰を理ղ͠た͔のΑ͏にࢥいࠐΉ͜とにͳΔɻΘ͔Γ΍͢いとࢥっ
て講義をฉいていΔとɺ΍͸Γͦの಺༰を理ղ͠た͔のΑ͏ͳ֮ࡨにؕって͠·
͏͕ɺޙにͳってඞཁͳ࣌にͦΕをࢥいग़ͦ͏と͢ΔとͰ͖ͳい͜と΋͋Δɻه
Աをอ࣋͢Δに͸ɺࣗ෼͕ͦΕを֮͑ていΔ͔をテスτ͠ɺهԱͰ͖ていͳ͔っ
た΋のを再౓学ͼ௚͢ඞཁ͕͋Δɻ͜のํ法Ͱษ͢ڧΔとϑラスτϨーγϣンを
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ͼग़ͦ͏とۤ࿑͢Δ͜とݺԱをهΔ͜と΋͋ΔͩΖ͏͕ɺᐆດにͳΓ͔けの͡ײ
͕ɺهԱをݻݎͳ΋のに͠てい͘͜と͕	ࣔ͞ΕていΔ �ɻ

ୈೋのݪଇ͸ɺ࣌ ؒをۭけて͏ߦʮִؒ࿅習ʯのํ͕ɺҰؾに͏ߦʮूத࿅習ʯ
ΑΓ΋ޮ果͕ߴいとい͏΋のͰ͋Δɻʮूத࿅習ʯ（massed	practice）とい͏の͸ɺ
Ұ౓に௕い࣌ؒを͔けて൓෮࿅習を͜͏ߦとҙຯ͠ていΔɻʮִؒ࿅習ʯ（spaced	
practice）とい͏の͸いったΜ学習͠たޙにɺͦのهԱ͕ബΕΔࠒ·Ͱִؒを͋
けて再౓学習͢Δ͜とを͏ݴɻ୺తͳྫを͛ڍΔとɺ1�� ΋ ��� ΋͋Δࢉܭ໰୊
をҰ൩の͏ͪにཱてଓけに͜͏ߦと͸ूத࿅習に౰たΔɻִؒ࿅習Ͱ͋Ε͹ɺ·
ͣ୹めの学習࣌ؒのதͰ໰୊にऔΓ૊Μͩޙɺ೔にͪをۭけて·た୹࣌ؒ໰୊を
΍Γɺͦのޙ΋͋Δఔ౓のִؒをۭけつつͦの౎౓୹࣌ؒの学習を͜͏ߦとをܧ
ଓ͠てい͘ɻ学習のִؒ͸ɺ਺෼の͜と΋͋Ε͹਺͔࣌ؒΒ਺೔とい͏͜と΋͋
Δɻ学習͢Δ಺༰΍๨Ε΍͢͞の౓߹いにґΔɻ͋Δఔ౓࣌ؒを経てͳ͔ͳ͔ࢥ
いग़ͤͣにۤઓ͢Δ͕ͦΕͰ΋ࢥいग़ͤΔɺとい͏の͕理૝తͳࠒ߹いͰ͋Ζ͏ɻ
Աをอ࣋Ͱ͖Δهいग़ͦ͏と͠てۤઓ͢Δ΄ͲɺΑΓ௕͘ࢥ �ɻྫ͑͹֎ޠࠃ学
習Ͱ৽͠い୯ޠを֮͑たい࣌に͸ɺ֮͑Α͏と͠たͦの೔の಺に΋͏Ұ౓෮習͢
Δඞཁ͕͋Ζ͏͕ɺ෺理の໰୊Ͱ͋Ε͹छྨにΑって͸਺೔͓いて෮習͢Δとい
͏৔߹΋͋ΔͩΖ͏ɻ໽介ͳ͜とにɺूத࿅習のํ͕ͦΕを΍っていΔ࣌఺に͓
いて͸ΑΓ知͕ࣝ਎に付いた͔のΑ͏に学習ऀ͕֮͠ࡨて͠·い͕ͪͰ͋Δのͩ
͕ɺେྔのूத࿅習Ͱಘた΋の͸௕ظに͸อ࣋͞ΕͳいɻҰํִؒ࿅習Ͱ͸ɺษ
Δ͜と΋͋ΔͩΖ͏ɻ͑ࢥいग़͢の͕೉͘͠ͳΔのͰ΋Ͳ͔͘͠ࢥた͜とを͠ڧ

ୈࡾのݪଇ͸ɺछྨのҟͳΔ΋のにऔΓ૊Ήʮަޓ࿅習ʯのํ͕ɺಉछの΋の
にऔΓ૊Ήʮブロοク࿅習ʯΑΓ΋ಘΒΕΔ学習ޮ果͕ߴいとい͏΋のͰ͋Δɻ

ʮブロοク࿅習ʯ（ClocLed	practice）͸Ұ౓にҰछྨの͜とを࿅習͢Δのにର͠ɺ
ʮަޓ࿅習ʯ（miYed	practice）Ͱ͸Ұճの࿅習のதͰテーϚ΍ࣜܗのҟͳΔ΋の
をࠞͥて໰୊にऔΓ૊ΉɻRohrer	and	Taylor1� の࿦ߟͰ͸ɺେ学ੜをର৅にෳ
Ճ͠たେ学ࢀにݧを学習ͤ͞ていΔɻ࣮ࢉܭঢ়を࣋つ࢛छのཱମのମੵのܗͳࡶ
ੜの͏ͪҰつのグループ͸ɺ࢛छの໰୊にର͠てछྨ͝とに·とめて࿅習໰୊に
औΓ૊み（ブロοク࿅習܈）ɺ΋͏Ұํ͸छྨのҟͳΔ໰୊をとΓ·ͥたܗͰ࿅
習をߦった（ަޓ࿅習܈）ɻ࿅習ஈ֊Ͱ͸ブロοク࿅習܈ɺަޓ࿅習܈の正౴཰
のฏۉ͸ͦΕͧΕ ��ˋɺ��ˋͰ͋った͕ɺҰिؒޙの࠷ऴݧࢼͰの正౴཰͸ͦ
ΕͧΕ ��ˋɺ�3ˋͰ͋ったɻҰ౓にҰछྨの͜とを࿅習͢Δ͜と͸ͦの௚ޙに
͸ྑい݁果͕ಘΒΕΔ͕ɺ௕ظతに͸ަޓ࿅習のํ͕͸Δ͔にޮ果͕ߴいと͑ݴ
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Δɻ
͜ΕΒݪࡾଇ͸ɺ学ੜ͕ࣗ෼のษڧのために使͏΂͖ख法Ͱ͋Δɻ͔͠͠ɺه

Ա΍学習にؔ͢Δڀݚ࿦จをಡΜͩ͜との͋Δ学ੜ͸كͰ͋Ζ͏͔Βɺ͜ΕΒの
Ͱ教һ͕授業を૊みཱてていけ͹ɺ学ੜの学ͼをखॿけ͢Δ͜とにܗଇにԊ͏ݪ
つͳ͕Δと͑ݴΑ͏ɻ΋っと΋た΍͢いܗͰ͜ΕΒݪࡾଇを講義型授業に૊みೖ
ΕΔためのํ法͸ɺ୹࣌ؒの֬認テスτをසൟに࣮͢ࢪΔ͜とͰ͋Ζ͏ɻ͜の৔
߹のテスτと͸ɺ学ੜのਅ݋ͳऔΓ૊みをଅ͢ために΋࠷ऴ成੷に൓ө͞ΕΔఔ
౓の重ཁ౓を࣋つ΂͖͕ͩɺؒҧ͑た໰୊͔Β΋学΂ΔΑ͏ա౓ͳਫ਼ਆతෛ୲と
ͳΒͳいΑ͏ͳ΋のと͢΂͖΋のͰ͋Δɻ·たテスτの߲໨に͸ɺগ͠લのൣғ
͔Βの΋のをؚめたΓ（૝ى࿅習）ɺͦΕ·ͰにѻったҟͳΔテーϚの໰୊をऔ
ΓࠞͥたΓ͢Δ͜と（ަޓ࿅習）΋؊ཁͰ͋Δɻͦ͠て授業の։講ؒظશମに౉っ
ての૝ى࿅習とͳΔΑ͏にසൟにテスτを͏ߦ΂͖Ͱ͋Δɻຖճの授業Ͱ୹いテ
スτを࣮͢ࢪΔ͜とͰ࠷େのޮ果をൃشͰ͖Δとࣔ͞ΕていΔ 11ɻテスτޙ͸ɺ
学ੜ͕ؒҧ͑たと͜Ζを෼͔Δܗに͠ɺ理ղ͕ෆे෼ͩったと͜ΖにରॲͰ͖Δ
Α͏に͢΂͖Ͱ͋Δɻ正౴཰͕௿͔った໰୊͸ִؒをۭけて再౓ग़୊͠て΋ྑいɻ
ִؒ学習のݟ஍͔Β͸ɺ࠷ॳ͔Β正౴཰͕͔ߴった໰୊Ͱ͋って΋ɺ͋Δ࣌఺Ͱ
෮習のର৅と͢΂͖Ͱ͸͋Δɻ

３．ピア・インストラクション（Peer Instruction）

学習成果向上にد༩͢Δଞのख法と͠て͛ڍΒΕΔの͕ɺϋーόーυେ学の෺
理学ऀΤϦοク・Ϛζール（&ric	Ma[ur）にΑΓߟҊ͞ΕたϐΞ・インスτラ
クγϣン 1 Ͱ͋Δɻ͜Ε͸ɺΑΓਂいϨϕルͰの学ੜの授業ࢀՃを໨తと͠てɺ
クϦοカー΍ ConcepTest とݺ͹ΕΔ֓೦理ղをみΔ໰୊を༻いて͏ߦΞクティ
ブ・ラーχング型授業のҰܗଶͰɺط習߲ࣄの֬認ɺ理ղ౓΍ޡ認ࣝのνΣοク
のためͳͲに׆༻͞ΕΔɻ൴͕͜のख法を։ൃ͢Δൃ୺とͳったの͕ɺ෺理学ج
ૅクラスをઐ߈֎の学ੜに教͑ていたと͜Ζɺ学ੜ͸ݧࢼの成੷͸ྑいのに講義
Ͱઆ໌͠た֓೦をਅに理ղ͠ていΔΘけͰ͸ͳいとؾ付いたと͜Ζに͋ったɻ学
ੜたͪ͸ɺج൫とͳΔ֓೦を理ղ͢Δとい͏ΑΓ΋Ή͠Ζɺ໰୊をղ͘ためのʮϨ
γϐʯを֮͑Δ܏向に͋Δ͜とにؾ付いたとい͏ɻྫ͑͹ਤ 1 ͸֓೦理ղをみΔ
໰୊ɺਤ � ͸ࢉܭ໰୊Ͱ͋ΔΘけ͕ͩɺ学ੜのฏۉ఺をݟΔとਤ̍の໰୊のํ
͕ɺେํの෺理学ऀ͕೉қ౓͕上ͩとධ͢ΔͰ͋Ζ͏ਤ � の໰୊ΑΓ௿いとい͏
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図 1　Mazur1 による概念型問題の例

図 2　Mazur1 による計算問題の例
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のͩɻϐΞ・インスτラクγϣン͸ɺ͜のࣄଶをੋ正͢Δために։ൃ͞Εた΋の
ͳのͰ͋Δɻ

ϐΞ・インスτラクγϣンのʮϐΞʯと͸ɺ͓ޓいに教͑߹͏クラスϝーτの
͜とを͠ࢦていΔɻͦのݪ理͸ɺ͋Δࣄฑを理ղ͠た͹͔Γのਓのํ͕ɺͦΕ͕
͘͝؆୯Ͱࣗ໌の͜とに͑ࢥて͠·͏教һΑΓ΋ɺผのॳ心ऀに͏·͘આ໌Ͱ͖
Δ͜と͕ଟいとい͏΋のͩɻϐΞ・インスτラクγϣンํࣜͰ͸ɺਤ 3 にࣔ͢Α
͏ͳ֓೦理ղをみΔ໰୊（Ϛζール͸͜Εを ConcepTest と໋໊）͕学ੜにࣔ͞
ΕΔɻ学ੜ͸·ͣҰ෼ؒࣗ෼Ͱ͑ߟクϦοカーを༻いてղ౴͠ɺ教һのखݩに͸
ղ౴ঢ়گのू͕ࣔ͞ܭΕΔɻͦの݁果を学ੜにࣔ͠て΋Αい͕ɺ͜の࣌఺Ͱ͸正
౴͸ࣔ͞ͳいͰ͓͘ɻ࣍にɺ席͕ۙい学ੜؒͰࣗ෼の౴͕͑正͠い͜とをઆಘ͠
߹͏Α͏にଅ͠ɺ਺෼のディスカογϣンの࣌ؒをऔΔɻ正͠いํ͑ߟにͮجい
て正౴をಋけていΔ学ੜͰ͋Ε͹େ఍͸૬खにઆ໌͢Δ͜と͕Ͱ͖ɺ正౴にࢸっ
ていͳい૬खのつ·͖ͣをम正͢Δ͜と͕Ͱ͖Δɻディスカογϣン࣌ؒऴྃޙ
͸ɺ再౓クϦοカーにΑΓղ౴͠て΋Βいɺ教һ͸Ͳのఔ౓のׂ߹の学ੜ͕理ղ
にୡ͠た͔を֬認͢Δɻޙ࠷に正౴をࣔ͠ɺ学ੜの正౴ঢ়گにΑって͸গʑ講義
の࣌ؒをとってղઆ͠て΋ྑいɻディスカογϣンの࠷தに͸ɺ教һ͸学ੜグルー
プの༷ࢠをい͘つ͔ݟてճΓɺ౰֘τϐοクについて学ੜ͕ԿΒ͔のٙ໰఺΍ޡ
認ࣝにؕっていͳい͔௚にײ৮をಘΔΑ͏に͢΂͖Ͱ͋Ζ͏ɻ

ϚζールにΑΕ͹ɺ࠷ॳのूܭͰ正౴཰ �� ʙ ��ˋの໰୊͕͜のϐΞ・インス
τラクγϣンํࣜに࠷దͰɺ理༝͸ͦのҐのׂ߹の学ੜ͕正͘͠౴͑をಋけてい
Ε͹ɺଞのクラスϝーτに教͑Δのにे෼ͳ਺にͳΔ͔Βͩと͏ݴɻ正౴཰͕
��ˋをԼճΔΑ͏Ͱ͋Ε͹ɺ௚ͪに講義へとਐめて΋ྑいɻ正౴཰͕ ��ˋを௒
͑ΔͳΒ͙͢に正౴をࣔ͠て࣍のτϐοクにҠΕ͹ྑいɻ࣍学ظ（࣍೥౓）に͸

図 3　Mazur1 による概念型問題の例
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қ͠い໰୊͸֎͢ͳΓɺ೉͠い໰୊͸म正·た͸࡟আ͢ΔͳΓ͠ていけ͹Αいɻ
Ϛζールのํࣜ（ਤ �）Ͱ͸ɺ授業࣌ؒの໿ 3 ෼の 1 を֓೦理ղをみΔ໰୊

（ConcepTest）にׂ͖ɺΑってͦΕ·Ͱ講義ࣜܗͰ授業をߦͳっていた࣌にѻっ
ていた಺༰͢΂てを講義͢Δ࣌ؒ͸औΕͳ͘ͳΔɻ͔͠͠ͳ͕Β教һのଆ͸ɺク
Ϧοカーのू݁ܭ果にࣔ͞ΕΔ学ੜの理ղ౓をݟΔ͜とͰɺ学ੜにとって೉͠い
಺༰に授業࣌ؒをඅ΍͢͜と͕Ͱ͖ɺ学ੜ͕教ՊॻをಡΜͰࣗ෼Ͱ༰қに学΂Δ
಺༰͸授業にؚめͳいΑ͏に͠てい͘͜と͕Ͱ͖ΔɻϚζール͸ɺ授業Ͱ໌ࣔత
にѻΘΕΔ಺༰にݶΒͣ教Պॻのൣғ͸͢΂て学Ϳඞཁ͕͋Δと学ੜにप知͠て
͓͘͜とをਪ঑͠ていΔɻ·たɺݧࢼに͸֓೦理ղをみΔ（ਤ 1 のΑ͏ͳ）λイ
プの໰୊΋࣮ࡍにؚめΔΑ͏に͠てɺ学ੜ͕授業தのΞクティブ・ラーχング༻
໰୊にਅ݋にऔΓ૊Ήڥ؀を੔͑Δ͜と΋ෆՄܽͰ͋Δとड़΂ていΔɻ

·͜Ε	のϐΞ・インスτラクγϣンํࣜをಋೖ͢Δに౰たって教һ͸ɺ͜ࡍ࣮
Ͱߦっていた講義͔ΒτϐοクをऔΓग़͠ɺͦΕΒにͮ͘ج ConcepTest 型の໰
୊を࡞成͢Δ͜と͕ඞཁとͳΔɻͦのࡍ重ཁͳの͕ɺࢉܭ໰୊΍知ࣝの༗ແを໰
͏Α͏ͳ໰୊Ͱ͸ͳ͘ɺํ͑ߟ΍֓೦理ղを໰͏λイプの΋のと͠ɺ学ੜた͕ͪ
ࣗ෼ୡの౴͑をޓいにઆ໌͠߹͑ΔΑ͏に͢Δ͜とͰ͋ΔɻτϐοクにΑってద
౰ͳબ୒ࢶを͏ࢥΑ͏にͦΖ͑ΒΕͳい৔߹͸ɺࣗ༝هड़໰୊と͠て学ੜに౴͑
をॻいて΋Βって΋ྑいͩΖ͏ɻͦのதにԿ͔ڞ௨͠てޡ౴΍ޡ認͕ࣝݟΒΕΕ
͹ͦΕΒを׆༻ͤ͞て΋Βいͦのޙબ୒໰୊ࣜܗにόーδϣン・Ξοプͤ͞てい
͘͜と΋Մೳͩɻ

Ϛζールࣗ਎͸ɺ学ੜ͔Βのղ౴をクϦοカーにΑΔूܭにҕͶていΔ͕ɺク
Ϧοカー͕ͳけΕ͹ଞに΋ํ法͸͋Δɻ؆୯ͳと͜ΖͰ͸ɺカーυ΍ࢴにه߸΍
൪߸をॻいて഑෍͠て͓͖ɺͦΕを͛ܝてࣗ෼の౴͑をࣔ͠て΋Β͏͜と΋Ͱ͖
Δɻ͋Δい͸ Nearpod ͳͲのύιίン΍スϚーτϑΥン༻ιϑτ΢ΣΞをར༻
͢Δํ法΋͋ΔɻNearpod ͸΢Σブ上Ͱ使͑Δ授業向けιϑτ΢ΣΞͰɺύϫー
ϙインτのΑ͏ͳスλイルͰ໰୊࡞成͕Ͱ͖Δɻ授業͝とに教һଆͰύιίン΍
スϚーτϑΥンを༻いて 1 つのηογϣンを։࢝ͤ͞Δとɺ学ੜଆͰログインͰ
͖ΔΑ͏にͳΔ࢓૊みͩɻ教һ͕໰୊をબ୒͢ΔとɺͦΕ͕学ੜଆのデόイスに
ૹΒΕてදࣔ͞ΕΔɻ໰୊のछྨと͠てબ୒ࣜɺࣗ༝هड़のいͣΕ΋ՄೳͰɺख
ॻ͖のイラスτ·ͰؚめΔ͜と͕Ͱ͖Δɻ
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図 4　ピア・インストラクションの流れ
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4．反転授業（Flipped classroom）

൓స授業͸ɺ授業の৔Ͱ学ੜをαϙーτ͢Δ׆ಈにΑΓଟ͘の࣌ؒをඅ΍͠た
い教һのために։ൃ͞Εたख法Ͱ͋Δɻචऀ（KirL）͕୲౰͠たՊ学࿦จのॻ͖
ಋに౰てΒΕΔΑ͏にࢦผݸಋの৔߹΋ɺ授業࣌ؒ͢΂てをライティングのࢦํ
͠たいとい͏ࢥい͔ΒɺҰ࿈のϏデΦ講義を࡞成͢Δにࢸったとい͏経Ң͕͋Δɻ
講義型授業Ͱ͋Δとɺ教͔ࢣΒ࠷΋஫໨͞ΕΔの͸教ࣨの࠷લྻに࠲って࣭໰を
͠て͘Δۃめて༏लͳ学ੜͰ͋Δ͜と͕ଟいɻ൓స授業を͏ߦ教һたͪ͸ɺ講義
を授業֎にҠ͢͜とͰɺͦのՊ໨ͰΑΓαϙーτをඞཁと͢Δ学ੜにΑΓଟ͘の
࣌ؒをඅ΍ͤΔΑ͏にͳΔ �
1�ɻ

൓స授業のʮ൓సʯ（q	ip）と͸ɺ授業Ͱ͜͏ߦとと家Ͱ͜͏ߦとをೖΕସ͑Δ
΋のͰ͋Δ（ਤ 5 نを௨͠て৽ࣜܗর）ɻ఻౷తͳ教ࣨの৔Ͱ͸ɺ講義とい͏ࢀ
教͕ࡐ学ੜにఏࣔ͞ΕΔɻ家ఉͰ͸講義Ͱ学Μͩ͜とを༻いて࿅習໰୊にऔΓ૊
みɺ理Պ΍਺学の授業Ͱయ型తにͦ͏Ͱ͋ΔΑ͏にɺࢉܭ໰୊をղ͘λイプの॓
୊͕ग़Δ͜とにͳΔɻ൓స授業のܗଶͰ͸ɺ学ੜ͸家ͰϏデΦ講義΍教Պॻを༻
いて৽ن教ࡐを学習͢Δɻ授業Ͱ͸ͦの知ࣝを༻いて࿅習໰୊にऔΓ૊Ήɻ͜の
͑ߦと΋Ͱ͖Δ͕ɺϖΞ・ϫーク΍グループ・ϫークと͠て͜͏ߦಈ͸ҰਓͰ׆
͹ɺݴΘ͹ϐΞ・インスτラクγϣンとಉ༷にɺ学ੜ͸ڠಇ͠て໰୊ղ決に౰た
Δ͜とͰޓいに学ͼ߹͏͜と͕Ͱ͖Δɻڠಇ͠て΋ղ決Ͱ͖ͳい໰୊͕͋Ε͹ɺ
教һ͕ͦの৔Ͱ଎΍͔にखॿけを͠ɺٙ໰఺に౴͑Δɻ൓స授業の教ࣨに͸૽ʑ
͕͠͞つ͖΋のͰɺグループͰ࿩͠߹っていΔ学ੜのؒを教һ͕าいてճって͸ɺ
ͦの࡞業のਐみ۩߹をνΣοク͠たΓɺ	࿩͠߹いにࣖを܏けたΓɺඞཁ͕͋Ε͹

図 5　反転授業と従来型の講義形式授業の比較



（�1）

ϑィーυόοク͠たΓ͢Δɻ
൓స授業をಋೖ͢Δに͋たって͸ɺ授業ͰѻっていたதͰԿを授業֎にҠࡍ࣮

͠ɺ୅ΘΓにͲΜͳ׆ಈを授業࣌ؒ಺に͔͏ߦの൑அ͕ඞཁとͳΔɻ௨ৗ͸講義
෼を授業֎にҠ͠ɺͦの಺༰を教Պॻ΍ϏデΦ講義にΑΓ学習͠て΋Βいɺ授業
࣌ؒ͸ɺࣄલ学習Ͱಘた知ࣝを׆༻͠たΓԠ༻͠たΓ͢ΔΑ͏ͳ՝୊ɺとΓΘけ
ͦの৔Ͱクラスϝーτ΍教һ͔Βखॿけ΍ϑィーυόοクをಘΒΕΔ͜とͰղ決
Ͱ͖ΔΑ͏ͳɺ೉қ౓のߴい՝୊にऔΓ૊ΜͰ΋Β͏৔と͢Δɻଟ͘の৔߹ɺ授
業಺׆ಈ͸͓ͦΒ͘໰୊をղ͘͜と͕த心にͳΔͰ͋Ζ͏͔Βɺ͜͏͠た໰୊を
ղ͘՝୊に͓いて΋ɺؒ ִ学習΍ަޓ࿅習のݪଇをऔΓೖΕΔ͜と͕ՄೳͰ͋Δɻ
൓స授業のクラスͰ͸ɺ教ࣨ಺をճって学ੜのグループ学習をखॿけͰ͖ΔΑ͏
教һ͕ͦの৔ͰԠ͡Δඞཁ͕͋Δためɺ学ੜ਺の͋·Γଟ͘ͳい授業にऔΓೖΕ
қいͰ͋Ζ͏ɻ

൓స授業のಋೖ౰ॳɺ΋͠学習಺༰を教ՊॻͰ͢΂て·͔ͳって΋Β͏のͰͳ
いとͳΔとɺ࠷΋େมͰ࣌ؒをཁ͢Δの͕ϏデΦ教ࡐの࡞成Ͱ͋Δɻํ法と͠て
͸ɺ͜ Ε·Ͱ授業ͰߦͳっていたΑ͏ͳ講義を୯純に࿥ը͢Δํ法΋͋Δの͕ͩɺ
学ੜ͕޷Ήの͸τϐοクを 1 つにߜった୹めの΋のͰ͋Δɻ·た Camtasia ͳͲ
のιϑτ΢ΣΞを༻いΕ͹スクϦーンΩϟスτ（ύιίンը໘の࿥ը）を࡞成͢
Δ͜と͕Ͱ͖ɺύϫーϙインτのスライυ౳をө͠たύιίンը໘のಈըにԻ੠
を࿥Ի͠てɺ:ouTuCe ͳͲのಈըαイτにϏデΦ教ࡐと͠てΞοプローυͰ͖
ΔɻスクϦーンΩϟスτにͪΐっと͠たΞχϝーγϣンをՃ͑Ε͹ɺैདྷ型講義
ΑΓ΋෼͔Γ΍͘͢ίンύクτͰ·と·ったϏデΦにͳΔɻとい͏の΋講義Ͱ͸
教һ͸൘ॻに࣌ؒをऔΒΕɺ൘ॻ͠ͳ͕Βૉૣ͘ଞの֮ࢹ教ࡐを͋Ε͜Ε੾Γସ
͑て使͏༁に͸い͔ͳい͔ΒͰ͋Δɻචऀ（KirL）の経ݧͰ͸ɺ授業ͩとઆ໌に
3�෼ཁ͢Δ಺༰をɺスクϦーンΩϟスτͳΒ1�෼にऩめΔ͜と͕Ͱ͖ΔɻՃ͑てɺ
ϏデΦ教ࡐͰ͋Ε͹学ੜ͸Α͘理ղͰ͖ͳ͔った಺༰を܁Γฦ͠てฉいたΓɺޙ
೔෮習͠たい৔߹にݟ௚͠たΓ͢Δ͜と͕Ͱ͖ɺ࣮ࡍଟ͘の学ੜ͕ͦ͏͠たར༻
ํ法を༻いていΔ͜と͕ใ͞ࠂΕていΔ 13ɻϏデΦ教ࡐにٻめΒΕΔの͸ɺͦΕ
͕௨ৗ講義の࿥ըϏデΦにͤΑɺスクϦーンΩϟスτにͤΑɺͦのग़དྷө͑のク
ΦϦティͰ͋ΔɻスλンϑΥーυେ学ϝディカル・スクールのྫࣄͰ͸ɺϕスτ
とධ͞ΕたϏデΦ͸教授ਞの࡞にΑΔ΋のͰ͸ͳ͘ɺΉ͠Ζ学ੜた͕ͪࣗ࡞ （͠教
授にΑΔνΣοクをडけ）た୹い΋のͰ͋ったとい͏ɻ
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5．授業への事前準備の指示

લड़͠たࡾつのख法͸いͣΕ΋ɺ学ੜ͕教Պॻ΍ϏデΦ教ࡐにΑΓࣄલ学習͢
Δ͜と͕લఏとͳっていΔɻͦΕ͸授業をޮ果తͳ΋のと͢ΔためにෆՄܽͰ͋
Δ͕ɺ࠷ॳ͸೉͠͞΋͋ΔͩΖ͏ɻ学ੜと͸ɺѱ໊͘ߴ΋授業の༧習を͠ͳい΋
のͰ͋Δ͠ɺ൓స授業ະ経ݧの学ੜͰ͋Ε͹ɺϏデΦをݟていͳけΕ͹授業につ
いていけͳいと͸͔ͮؾͳい͔΋͠ΕͳいɻҰൠతにैདྷ型の講義ࣜܗ授業Ͱ͸ɺ
学ੜ͕༧習ͳ͠に授業にྟΜͰ΋ԿΒෆརӹをඃΔ͜と͸ͳ͘ɺ講義Ͱ教Պॻと
ಉ͡಺༰͕ѻΘΕΔͳΒɺͦΕ͸༧習ͳΓ講義ͳΓを͞΅Δ͖っ͔けを࡞ってい
Δとい͏΋のͰ͋ΔɻΞクティブ・ラーχング型授業Ͱ͸ɺ授業Ͱ͏ߦの͸ࣄલ
学習Ͱಘた知ࣝをਂめたΓݻڧͳ΋のに͠たΓ͢Δための׆ಈͰ͋ΔのͰɺ学ੜ
ଆ΋いったΜ͜の授業ܗଶを理ղ͠たͳΒɺͦΕ͕͖Θめて༗༻ͳํࣜͰ͋Δと
認ࣝ͠て͘ΕΔ͜とͰ͋Ζ͏ɻけΕͲ΋͜ΕΒのख法͸ޓいに教͑߹͏͜と͕લ
ఏとͳっていΔのͰɺ学ੜଆにࣄલ४උ͕ͳいとɺ授業Ͱの׆ಈ͸ٸブϨーΩ͕
͔けΒΕた͔の೗͘ػೳఀࢭのࣄଶとͳって͠·͏ɻ

΋っと΋खܰにࣄલ学習へのಈͮػけを͢ΔͳΒɺ教ࡐにؔ͢ΔԿΒ͔のখテ
スτを授業લのஈ֊Ͱ࣮͠ࢪて͓͘とい͏ํ法͕͋Δɻ͜のํ法Ͱ͋Ε͹学習ࢧ
ԉγステム（Learning	Management	System�	LMS）を༻いてΦンライン上Ͱ༰
қに࣮ࢪͰ͖Δɻখテスτ͸γンプルͳબ୒໰୊Ͱ΋ྑい͠ɺ୹いهड़໰୊Ͱ΋
ྑいͩΖ͏͕ɺࣄલ学習のϦーディング΍ϏデΦࢹௌをࡁ·ͤていͳいとղ౴Ͱ
͖ͳいΑ͏ͳ໰୊をઃఆ͢Δ͜と͕重ཁͩɻখテスτをडけていͳいと授業への
って͓͘とޮ果తͰ͋Δɻ࡞Ճを認めͳいとい͏ルールをࢀ

͜のΦンライン型খテスτ͸ɺࣄલ学習をࡁ·ͤた͔を֬認͢Δためͩけに࣮
て΋ྑいの͕ͩɺ͜のখテスτを༻いてɺ学ੜ͕Ͳ͏いったと͜Ζに೉͠͞͠ࢪ
を͡ײていΔの͔をۃݟめΔΑ͏に͢Δ͜と΋Ͱ͖ΔɻͦのためのҰつのख法と
͠てɺ෺理学教授のイーブζ・Ξラ΢ーδϡ（Ives	ArauKo）͸ 1�ɺຖճಡΜͰ
͓͘Α͏ࢦఆ͠たൣғについてࡾつの໰୊をΦンラインখテスτにؚめていΔと
い͏ɻͦの಺ � ໰͸಺༰理ղを໰͏΋のͰɺ学ੜ͸બ୒ࣜ໰୊に౴͑つつͳͥͦ
のબ୒ࢶをબͿの͔理༝をड़΂Δ͜と͕ٻめΒΕΔɻࡾつ໨の໰い͸શൠతͳҙ
૝をਘͶΔ΋のに͠てɺ෼͔Γに͘いと͜Ζ΍ฆΒΘ͠いと͜Ζ͸ͳい͔ɺײ・ݟ
·たԿ͔࣭໰͸ͳい͔ͳͲをॻいて΋Β͏ɻ学ੜにࣄલ学習をͤྃ͞׬Δಈͮػ
けと͢Δために΋ɺࣄલখテスτ͸࠷ऴ成੷のதͰ૬Ԡのׂ߹（Ұྫと͠て 15
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ʙ 3�ˋ）を઎めΔΑ͏に͢΂͖Ͱ͋ΔɻΞラ΢ーδϡのྫࣄͰ͸ɺ学ੜのଟ͘
͕ʮ学ظதにൣғをษͤ͟ڧΔをಘͳ͔ったのͰɺ࠷ऴݧࢼ௚લにͳって٧めࠐ
みษڧを͢Δඞཁを͡ײͳ͔った	ʯとड़΂ていΔɻ

授業にઌཱって͜のΑ͏ͳ࣭໰を学ੜに౤͔͛けΔ͜とͰɺ学ੜ͕Ͳ͜·Ͱ理
ղͰ͖て͓ΓͲ͜Ͱつ·ͣいていΔの͔を教һ͸ۃݟめΔ͜と͕Ͱ͖Δɻ͜Ε͸
δϟスτ・イン・λイム・ティーνング（Just	in	Time	Teaching
	JiTT）とݺ͹

図 6　ジャスト・イン・タイム・ティーチングの流れ
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ΕΔ教授法Ͱɺଟ͘の৔߹ϐΞ・インスτラクγϣンと૊み߹Θͤて༻いΒΕΔ
ํࣜͰ͋Δ（ਤ � র）ɻ͜のख法Ͱ͸ɺ学ੜ͸Φンライン・テスτを授業ΑΓࢀ
΋े෼લ΋って（ྫ͑͹授業։࢝の 1� ࣌ؒલ·Ͱに）ऴྃͤ͞て͓͘͜と͕ٻ
めΒΕΔɻͦΕにΑΓ教һ͸学ੜのղ౴をݟた上Ͱɺ学ੜのつ·͖ͣにରԠͰ͖
ΔΑ͏に（ϛχ・Ϩクνϟー༻のτϐοクを決めたΓ ConcepTest をબΜͩΓ͠
て）授業のܭըを࿅Δのにͪΐ͏Ͳे෼ͳͩけの࣌ؒを࣋てΔΑ͏にͳΔɻ

6．その他の留意点

Ξクティブ・ラーχングಋೖのࡍに͸ɺ学ੜにい͔にࣄલ学習をͤ͞Δ͔とい
͏఺Ҏ֎に΋ɺい͘つ͔ಥ͖౰たΔ͜とのଟい໰୊͕͋ΔɻҎԼにͦΕΒを·と
めつつɺ߹Θͤてղ決ࡦ΋紹介͠たいɻ

·ͣ͸ɺ学ੜのଟ͘͸Ξクティブ・ラーχング型授業をະ経ݧͰ͋Δ͜と͕ڍ
͛ΒΕΔɻΏ͑に学ੜたͪ͸ɺैདྷ型のɺडಈతͳ講義ࣜܗを૝ఆ͠ていΔͰ͋
Ζ͏͠ɺ׳Εͳい授業ࣜܗにށ࿭͏͔΋͠ΕͳいɻΑって൓స授業の࣮ફྫࣄͰ
ఏএ͞ΕていΔΑ͏にɺ࠷ॳの਺ճの授業Ͱ学ੜたͪを܇࿅͠ɺ৽͠い授業ํࣜ
のݪ理をղઆ͠て͓͘͜と͸͖Θめて重ཁͰ͋Δ �
13ɻචऀ（KirL）の৔߹͸൓
స授業の܇࿅と͠てɺ家Ͱ͸Ͳ͏い͏͜とを͢΂͖͔ɺ授業Ͱ͸Ͳ͏いった͜と
を͢Δの͔をɺॳճの授業Ͱ୹いγϛϡϨーγϣンをମ͠ݧて΋Β͏Α͏に͠て
いΔɻϚζールの࿦ߟ 1 Ͱ͸ɺ学ੜにର͠։講ؒظを௨͠てҰఆؒ͝ظとに授業
ํࣜのݪ理を再֬ࡾ認͢Δ͜と͕ඞཁͩとड़΂ΒΕていΔɻ·たઌに΋ड़΂たΑ
͏にɺ授業಺Ͱ͏ߦΞクティブ・ラーχング׆ಈを࠷ऴ成੷に൓өͤ͞ͳいͰ͓
͘とɺΞクティブ・ラーχングの෦෼を֚ܗԽ͠て͠·͏のͰ決͠てͦ͏ͳΒͳ
いΑ͏に͢Δ͜と͕重ཁͰ͋Δɻ教Պॻ΍ϏデΦにΑΔࣄલ学習෼へのখテスτ
౳΋成੷શମにؚめΕ͹ྑい͠ɺ࠷ऴݧࢼに͸ ConcepTest 型のઃ໰΋ؚめΔ΂
͖Ͱ͋Δɻ

ೋつ໨と͠てɺ教һのଆ΋授業の৔Ͱ͜ىΔ͜と͢΂てをίンτロール͸Ͱ͖
ͳ͘ͳΔ͜とをडけೖΕΔඞཁ͕͋ΔɻϐΞ・インスτラクγϣン΍൓స授業の
授業தに͜͏ߦと͸ɺ学ੜ͕ղ決Ͱ͖ͳ͔った໰୊にରॲ͢Δ͜とͰ͋Γɺ教һ
͸ͦ͜Ͱ学ੜのχーζにԠ͑てඞཁͳΒগʑ講義を͠てղઆ͠ɺٯにඞཁ͕ͳけ
Ε͹講義をߦΘͳいとい͏൑அを͢Δ͜と͕ඞཁͰ͋Δɻ͞Βに͸ɺ൓స授業Ͱ
೦理ղのテスτ΋ɺ֓͏ߦಈ΍ɺϐΞ・インスτラクγϣン授業Ͱ׆授業಺͏ߦ



（�5）

·た講義型授業Ͱ࣮͢ࢪΔ֬認テスτͰ͑͞΋ɺ૬Ԡの࣌ؒをඞཁと͢ΔのͰɺ
ࣗͣとͦΕ·Ͱの講義ࣜܗ授業Ͱѻっていた಺༰͢΂てを講義͢Δ͜と͸Ͱ͖ͳ
͘ͳΔɻ͜Ε͸学習߲ࣄの͏ͪқ͠い΋の͸学ੜ͕ࣗ෼Ͱରॲ͢΂͖Ͱ͋Δ͜と
をҙຯ͢ΔのͰ͋Γɺ·た͜の࣮ࣄを学ੜにపఈ͢Δඞཁ͕͋Δɻ͜ΕΒのΞク
ティブ・ラーχング型の授業ܗଶͰ͸ɺ講義とい͏の͸学ੜのࣄલ学習Ͱのٙ໰
఺に向けて͏ߦ΋のͰ͋Γɺ習ಘ͢΂͖಺༰を໢ཏతに఻ୡ͢Δための΋のͰ͸
ͳいのͰ͋Δɻ

ଘの教ࣨ͸େํの৔߹ɺΞクティブ・ラーχング型授業向けطつ໨と͠てɺࡾ
にデザイン͞Εた΋のͰ͸ͳいとい͏఺͕͋ΔɻՄಈࣜのصを༻いΕ͹ɺグルー
プ・ϫークͰ૬ஊ͠߹ったΓɺ͠ྗڠて໰୊をղいたΓ͢Δのに༗༻Ͱ͋ΔɻҰ
クラス͋たΓのਓ਺΋ؔ͠܎て͘Δɻ൓స授業͸௨ৗɺ学ੜの༷ࢠを教һ͕ݟて
ճΔのͰɺਓ਺の͋·Γଟ͘ͳい授業Ͱޮ果をൃ͢ΔɻϐΞ・インスτラクγϣ
ン͸ਓ਺のଟいクラスに΋దԠՄೳͰɺͦの৔߹͸い͘つ͔のグループをݟて
ճって学ੜ͕ޡったํ͑ߟを͠ていͳい͔༷ࢠをつ͔ΉΑ͏に͢Δɻ

࢛つ໨と͠てɺ͓ͦΒ͘͜Ε͕΋っと΋重ཁͰ͋Δの͕ͩɺΞクティブ・ラー
χング型授業をಋೖ͠Α͏と͢Δࡍに͸ɺ࠷ॳ͔Βスムーζにい͘΋のͰ͸ͳい
とい͏͜とを૝ఆ͠て͓͘͜とͩɻྑ໰を࡞成Ͱ͖たとࢥっていたと͜Ζ͕ɺ͔
ͳΓのम正͕ඞཁͩったとい͏͜と΋͋ΓಘΔɻ

BennettΒ͸࣍のΑ͏にड़΂ていΔɻʮ༷ʑͳํ法Ͱ൓స授業のモデルを࣮ફ͢
Δऀたͪ͸ɺৗにͦΕにର͠ඍௐ੔ɺम正ɺ٫غɺ௥Ճの࡞業をߦいͳ͕Βɺͦ
のモデル͕ڙࢠୡにޮ果తͰ͋Δ͔Ͳ͏͔をഽͰ͡ײΔ͜とを௨͡てվྑ͠Α͏
と͠ていΔɻͦΕ͸ʰ͋ͳたの講義をҰ౓࿥ը͠て͓͖ͳ͞いʱͦ͏͢Ε͹ͦΕ
Ͱ͓͠·いͰ͢Αɺとい͏͜とͰ͸ͳいɻ൓స授業͸ɺ௚઀తͳࢦಋɺ࣮ ફ࿅習ɺ
ͼ૯ׅతධՁɺͦ͠てͦΕҎ֎のཁૉ΋ଟؚ͘Ήแׅతͳ教育モデルのٴ成తܗ
Ұ෦ͳのͩɻͦΕを௨͠て教ࢣ͸ɺڙࢠたͪに学ͼ͕ੜ·ΕていΔ͔ɺද໘上࣌
ؒをຒめΔͩけͰͳͦ͘のԠ༻をଅ͢Α͏ͳ࣭ྗັ͘ߴతͳ学習ػձを૑Γग़ͤ
ていΔ͔と໰͏ていΔのͩʯ1�ɻ

7．おわりに

͜ΕΒのΞクティブ・ラーχング型授業のख法とい͏の͸ɺ࠷ॳ͸ޙؾΕ͠て
͠·͏͔΋͠Εͳい͕ɺগͣ͠つɺྫ͑͹ ConcepTest 型の໰୊をい͘つ͔の授
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業にՃ͑たΓɺϏデΦ講義をい͘つ͔࡞ってみたΓɺとい͏Α͏にஈ֊を௥って
औΓೖΕてい͘͜と͕Ͱ͖Δɻখ͞ͳステοプ͝とにਐめΔ͜とͰɺ͕͔࣌ؒ
͔って͠·いͦ͏ͳखଓ͖΋ਐめ΍͘͢ͳΔɻいったΜҰつの学ظ෼を࡞成͠て
͠·͑͹ͦの教ࡐ͸࣍೥౓΋׆༻Ͱ͖ΔのͰɺ࠷ॳの࡞成͕࣌࠷΋࣌ؒతにେม
Ͱ͋Δと͸͑ݴΔͩΖ͏ɻ͔͠͠ͳ͕Β͜のख法͸学ੜのみͳΒͣ学ߍに΋成果
を΋たΒ͢Մೳੑ͕͋ΔɻτΡーロ・カϨοδ・ΦステΦύγーҩՊେ学（The	
Touro	College	of	Osteopathic	MedicineɺถࠃχϡーϤークभ）Ͱ͸ ��1� ೥にશ
教Պを൓స授業へとม͠׵ɺͦのޙ重ཁͳݧࢼ֨ࢿの߹֨཰を �5ˋにҾ͖上͛
たの͕ͩɺ͜Ε͸ΞϝϦカશ౔のฏۉを上ճΔ΋のͰ͋Δ 5ɻͦ͠てޙ࠷にɺΞ
クティブ・ラーχング型授業͸学習成果を向上ͤ͞ɺษڧのۤखͳ学ੜに΋औΓ
૊み΍͢いとい͏ͩけͰͳ͘ɺͦの΍Γํをڵຯਂ͘༗ӹͳ΋のͰ͋ΔととΒ͑
Δ学ੜ͔Β࣋ࢧをಘɺ·た࣮͢ࢪΔ教һ͔Β΋޷·ΕていΔ 1ɻ

͜ΕΒのख法をಋೖ͢Δ上Ͱɺஈ֊を௥ってਐめΔ͜とҎ֎のཹҙ఺と͠て͸ɺ	
໰୊఺にରॲ͠৽ํ͕ࣜスムーζにӡͿΑ͏に͢Δ·Ͱに͸ز౓͔͢ߦࢼΔඞཁ
ੑ͕ੜ͡ΔͰ͋Ζ͏とい͏͜と͕͋Δɻ教ࡐを࠷ॳに༻いΔࡍにɺ૝ఆ͠たΑ͏
に͸ػೳ͠ͳい͜と΋͋ΔͩΖ͏ɻϏデΦ講義にԻ੠を࿥Ի͠௚͢ඞཁ͕ੜ͡Δ
͜と΋͋ΔͩΖ͏ɻ͜ Ε͸ࣗવͳ͜とͰɺͦ ͏い͏͜と͸͜ىΔ΋のͰ教ࡐ͸ঃʑ
վྑ͞Εてい͘΋のͰ͋Δと認ࣝ͠ていΕ͹ɺ教һのଆ΋ෛ୲にͣ͡ײにࡁΉͰ
͋Ζ͏ɻ学ੜのଆに΋ɺ͜͏͠た໨৽͘͠ෆ׳Εͳํ法についてઆ໌͕ͳ͞ΕΔ
͜と͕େࣄͰ͋Δとい͏͜と΋೦಄にஔ͘΂͖Ͱ͋Δɻ͜ΕΒॳظஈ֊のେม͞
͕໽介に͑ࢥΔ向͖΋͋Ζ͏͕ɺ学ੜにとっての学習成果を͏ࢥとɺ΍Γߕ൹΋
ͻと͓͠Ͱ͋Δɻ
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投稿規定

1�	 ຊࢽ͸ڀݚ成果のൃදを໨తと͢Δɻ
��	 ౤ߘ͸ຊ学ૅجՊ学෦໳にॴଐ͢Δઐ೚教һにݶΔɻ
	 たͩ͠ɺฤूҕһձ͕認めた৔߹͸͜のݶΓͰ͸ͳいɻ
3�	 චのखҾ͖ʯにࣥߘݪߘ͸ʮ౤ࡋΓɺͦのମݶにະൃදの΋のにࢽ͸ଞߘݪ

ΑΔ΋のと͢Δɻ
��	 教育・ࠂใڀݚ・ϊーτڀݚ・ఏग़࣌にɺͦのछผ（࿦จ・૯આ・ղઆߘݪ

ϊーτ・教育ใࠂ・຋༁・ॻධͳͲ）を໌͠هɺԤจλイτルをつけΔɻ
	 ͳ͓छผの৹ࠪ決ఆ͸ฤूҕһձ͕͏ߦɻ
5�	 正͸ߍ � ɻ͏ߦの੹೚に͓いてऀߘͰを౤·ߍ
��	 ຕ਺੍ݶͳͲを͢Δ৔߹͕͋Δɻ
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